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多世代交流型複合施設の基本方針　-　まちのリビング　-

（1）子育て支援機能
　こどもを育てる家族、これからこどもを持つ家族、障がいがあるこどもを抱える家族など、あらゆる状況の
　子育てに関わる町民をサポートする機能を＜多世代交流型複合施設＞の中に整備する。
　　●こどもまんなか応援サポーター宣言の推進　　●学生（中学・高校・大学）の子育て支援
　　●乳幼児の子育て支援　　　　　　　　　　　　●出産を控える母親への支援
　　●小学生（児童世代）の子育て支援　　　　　　●障がいがある方を抱えた家族への支援

（2）生涯健康支援機能
　こどもから高齢者に至る全ての世代の人たちの身体と心の健康をサポートする機能を、＜生涯健康支援機能＞
　と称して、＜多世代交流型複合施設＞の中に整備する。
　　●高齢者の健康と生きがいづくり　　　　●経済的困窮家庭の支援 　　　　●働く世代の健康サポート
　　●障がいがある方への支援　　　　　　　●高齢者とこどもの交流サポート

（3）図書サービス機能
　図書、文字、画像、映像などの情報を、アナログからデジタルまでさまざまな伝達ツールを用いて利用者に
　提供するサービス機能を＜多世代交流型複合施設＞の中に整備する。また、こども連れでの利用、学生の勉強
　での利用、家庭や公民館からのリモートでの利用
　など、多世代が「何処でも・　自由に・気軽に」
　使える図書サービス機能を整備する。
　　●一般図書サービス
　　●町内の児童・学生が気軽に勉強を行える空間
　　　の整備
　　●デジタル化による利用者へのサービス向上
　　●多世代それぞれに特化した専門書のサービス

（4）基本的３機能の複合的利用

吉富町の未来を担うこどもたちや今を支える大人の皆さんが必要とする住民サービスを、「みんなが・いつでも・
自由に・気軽に集える」「居心地がよく・ちょっとオシャレで・ちょうどいい」そんな場所で受けることができる、
子育てや健康への不安を、「便利で・安心安全で・有意義な」環境の中で解決できる、そんな＜まちづくりの拠点
＞となる＜多世代交流型複合施設＞のテーマを、『まちのリビング』と致します。この＜多世代交流型複合施設＞は、
「ウェルビーイング」の理念を大切にし、心と身体の健康を支え、人と人とのつながりを育みながら、一人ひとり
が自分らしく安心して過ごせる環境を創出する施設です。
多世代が自然に交わり、交流することで生まれる豊かさや喜びを享受できる場として、イベントの開催や多彩な情
報発信をすることで地域の活性化を目指します。また、日々の生活の中で生じる悩みや不安に寄り添い、その解決
の糸口を見出すことができる、地域にとっての癒しと支え合いの場となることを目指します。
そして、「この多世代交流型複合施設があるから吉富町に住んでいてよかった」「行ってみたい」「住んでみたい」と
思っていただける、まちの誇りとなる施設となることを目標とします。

多世代交流型複合施設の基本的３機能

基本計画において示された基本方針を踏まえ、「多世代交流型複合施設」整備事業の課題を再度検討し、求められる機能
および役割を整理した上で、適正な施設計画を検討・設定する。

基本設計で解決すべき課題
（1）まちのリビングに相応しい施設計画
（2）新施設の機能が要求する適正規模の施設計画
（3）町民のすべての世代が安心・安全に使える施設計画
（4）町民への重層的サービスが可能な施設計画
（5）昨今の建設価格の高騰を見据えた予算計画に基づく
    施設計画

関連部署・有識者を交えた
ヒアリング・ワークショップ実施

ABW・フリーアドレスなど
新たな働き方の検討

建設コストの調査
コスト削減の手法検討

・前庭（みんなの広場）をできるだけ広く整備
・新しいオフィスの発想で余分な事務スペースを縮小
・ひだまりの有効活用
・町民サービススペースは 1500～ 2000 ㎡が適正
・重層的サービスにはワンフロアが有利
・職員配置はワンフロアが有利
・高齢者・こどもは１階で対応（ユニバーサル思想）
・2000㎡以下で防災関連コストを大きく縮小
・建設コストの面では平屋が有利（基礎・EV・工期）

鉄骨造 平屋 2,000 ㎡以下の
施設として基本設計を行なう

適正な施設計画の策定

町民活動の
活性化

重層的な
支援

防災拠点
（防災倉庫との連携）

図書サービス機能
コワーキングスペース

多目的室
キッチンスタジオ
フィットネス機能

+　「デコ活」

教育・学習

子育て支援+健康活動
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（3）構造計画
　①　新複合施設
　　構造種別：鉄骨造
　　構造形式：鉄骨ラーメン架構　＋　一部ブレース構造
　　基礎構造：独立フーチング基礎
　　支持形式：柱状改良（予定）

（4）電気設備計画概要
　受変電設備　　：高圧 600kVA
　　　　　　　　　屋外キュービクル型受変電設備
　照明設備　　　：LED照明本体、廊下 LED　ダウンライト照明
　コンセント設備：閲覧室　コンセント容量 30VA/ ㎡程度
　　　　　　　　　事務室　コンセント容量 50VA/ ㎡程度
　防災設備　　　：自動火災報知設備、非常照明、誘導灯設備
　その他弱電設備：車椅子トイレ非常通報設備、電話・LAN用配管
　発電設備　　　：太陽光発電パネル、非常用発電機

（5）空気調和・換気設備計画概要
　熱源設備　　　：電気
　空調設備　　　：床吹出空調、単一ダクト空調方式
　　　　　　　　　全熱交換器+天井カセット型エアコン方式
　換気設備　　　：居室　第 1種換気（空調機、全熱交換器）
　　　　　　　　　倉庫・機械室　第 1・3種換気、トイレ・湯沸　第３種換気
　中央監視盤設備：電源・空調等の集中監視制御

（6）給排水衛生設備計画概要
　給水設備　　　：直結方式
　給湯設備　　　：湯沸室は電気温水器による局所方式
　衛生器具設備　：節水型器具の採用
　排水・通気設備：建物内…汚水雑排水分流、建物外汚水…雨水式分流方式
　消火設備　　　：消火器

（1）敷地概要
　地番　　　：福岡県築上郡吉富町大字広津 640-3,641-1,643-3,645-1,645-4,647-1
　住居表示　：福岡県築上郡吉富町大字広津 641-1
　用途地域　：第一種住居地域
　敷地面積　：公簿　7,538.56 ㎡　　実測：7,520.31 ㎡
　道路　　西：1.490ｍ
　　　　　南：5.80ｍ（道路台帳より）　
　基準建蔽率：60％
　基準容積率：200％

（2）建築計画概要
　①　新複合施設
　　工事種別　：新築
　　建築面積　：1,997.20 ㎡
　　延床面積　：1,997.20 ㎡
　　階数　　　：１階建
　　各階面積表：１階…1,997.20 ㎡

　②　ひだまり
　　工事種別　：改修
　　建築面積　：481.46 ㎡
　　延床面積　：695.44 ㎡（内改修面積…00.00 ㎡）
　　階数　　　：2階建
　　各階面積表：１階…417.00 ㎡
　　　　　　　　2階…278.44 ㎡

　③　既存建物解体
　　建物名称　：子育て支援センター
　　工事種別　：解体
　　建築面積　：1,025.09 ㎡
　　延床面積　：829.08 ㎡
　　階数　　　：１階建
　　各階面積表：１階…829.08 ㎡
　　

計画の概要
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（3）建築非構造部材の安全性の確保
建築非構造部材（建具及びガラス、書架など）については、大地震時の構造体変形に対して
追従すると共に、大地震時の水平方向及び鉛直方向の地震力に対して、必要な安全性を確保
する。

（4）建築非構造部材の部位別の対応
①外壁およびその仕上げ /b ランク
          ・部材に亀裂などの損傷や移動が発生した場合でも、破損・脱落しない。
         シールなどの目地は損傷を受けてもやむを得ない。
②建具およびガラス /ｂランク
          ・建具は部材に損傷・移動が発生した場合でも、破損・脱落しない。
         ガラスは破損・脱落しない。
③間仕切りおよび内装部材 /ｂランク
          ・部材に亀裂などの損傷が発生した場合でも、大規模に剥離・脱落しない。
④天井及び床材 /ｂランク
          ・部材に亀裂などの損傷が発生した場合でも、大規模に剥離・脱落はしない。
⑤屋根材 /ｂランク
          ・部材に亀裂などの損傷が発生した場合でも、破損・脱落しない。
⑥造り付け家具 /ｂランク
          ・部材に亀裂などの損傷が発生した場合でも、転倒・脱落しない。
⑦外構その他 /ｂランク
          ・部材に損傷が発生した場合でも破損・脱落しない。

建築非構造部材の設計用標準水平震度

建築非構造部材の設計用層間変形角

（1）耐震性能
官庁施設の総合耐震・対津波計画基準（平成 25 年３月 29 日付け国営計第 126 号，
国営整第 198 号，国営設第 135 号）のもと、耐震性能を下記の通りとする。
　重要度係数　　　：1.25
　構造体　　　　　：Ⅱ類
　非構造部材　　　：A類
　建築設備　　　　：乙類又は甲類
　層間変位　　　　：H/200 以下（鉄骨造）
　カーテンウォール等の面内追従性能
　　　　　　　　　：1/300（健全で再使用できる程度）、1/100（主要部材が破損しない程度）
　コンクリート強度：Fc＝24kg/cm（業務仕様書より）

（2）構造に関する設計与件
　地域地震係数　：0.8（福岡県全域）
　垂直積雪量　　：0.17（吉富町）
　地域別風速　　：32ｍ/ｓ（築上郡）
　地表面粗度区分：Ⅲ

官庁施設に求められる耐震安全性（耐震安全性の分類） 耐震安全性の目標

性能の目標
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（7）空気環境に関する性能
周辺の自然環境を活用し、図書館内の空気の清浄度を保つ。

（8）雨水排水に関する性能
・建物は大分県中津市の 10 分間最大降水量を考慮し、
21.5×6 130mm/ｈで管径を計画する。

・雨水縦管及び横走管の管系はSHASE-S206 
　給排水設備基準に基づき設置する。
・室外機置場のルーフドレンは２ヶ所以上設け、
　万が一の排水時の障害に配慮した計画とする。
　また、各所のドレンには目詰まり防止の防塵網
　を設置する。
・適切な水勾配を設け、雨漏りのリスクを軽減する。

（5）音環境に関する性能
　下記の騒音環境の目安を元に、新複合施設各室の用途に適した音環境を確保する為、
　空調機や壁、建具の遮音性能に配慮する。また、室内で音が発生した際に、音が
　反響しないよう、吸音材を床のカーペットや天井のセメント板等に設ける。

（6）断熱性能
　快適な図書館環境とするため、断熱性能に配慮した計画とする。
　・PAL値の目標を 300程度とする。（改正省エネルギー基準）
　・窓部分（ガラス）貼複層としSC：0.87 程度、U＝3.3W/ ㎡程度とする。
　・外壁はU＝0.75W/ ㎡ K 程度（断熱材約 30mm 程度）、
　　屋根はU＝0.37W/ ㎡ K 程度（断熱材約 50mm 程度）とする。
　　（住宅に係るエネルギーの使用の合理化に関する建築主等及び特定建築物の所有者の判断基準）
　・最下階スラブ下は断熱材を設置する。（土に接する最下階はPAL には影響しない）
　・可能な限りノンフロン断熱材を使用する。
　・外壁内面より 450 ㎜以上折り返す。
　・庇や軒、ルーバーなどにより直射光を和らげる。

性能の目標

表作成要

日降水量
１時間降水量
10分間降水量

管径 最大投影屋根面積（㎡）配管勾配

最大投影屋根面積
(mm) (in) （㎡）

205
)2/1(256

357
4001
5521
6051
8002

管径

大分県（中津市）の最大降雨量

最大雨量130mm/ｈの雨水縦管管径 (SHASE-S 206)

最大雨量130mm/ｈの雨水横走管管径 (SHASE-S 206)

65
75
100
125
150
200

21/2
3
4
5
6
8

97
141
306
554
904
ー

79
116
250
454
738
1590

ー
100
216
392
637
1380

ー
(mm) (in) 1/50 1/75 1/100 1/125

ー
193
351
572
1230

67
135
197
425

1250
770

2700

2020/7/7 233.5㎜
2012/7/3 57.0㎜
2022/9/27 21.5㎜
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性能の目標

⑤施設全体の横断的機能・・・複合施設ならではの基盤を構築する ICT
　・統合施設管理システム（BMS）   ・・・電力・空調・設備の一元管理
　・人流データ分析（AI カメラ）   ・・・混雑緩和、運営改善
　・キャッシュレス決済    ・・・図書館・カフェ・講座支払い
　・マイナンバーカード連携    ・・・本人確認、行政サービス連携
　・スマートロック     ・・・利用時間に応じた入退室管理
　・アクセシビリティ ICT    ・・・音声案内、多言語対応、字幕表示

(10) ZEB導入の検討について
　目的と意義
　・公共施設におけるエネルギー消費量の削減を図り、地域全体の環境負荷低減を先導する。
　・高効率設備および再生可能エネルギーの導入により、長期的な維持管理コストの縮減を実現する。
　・災害時におけるエネルギー自立性の向上を図り、防災拠点としての機能強化に寄与する。
　・快適かつ良好な公共空間を提供し、住民サービスの質の向上を図る。�・脱炭素社会の実現に向けたモデル事例として、
　　地域への波及効果を創出する。

導入にあたっては、「ZEB」「Nearly ZEB」「ZEB Ready」「ZEB Oriented」といった複数の達成レベルが存在するため、
建物用途・規模・投資対効果・補助制度の活用可能性等を総合的に勘案し、最適な水準を選定した上で段階的に導入を検討
するものとする。

（9） ICT 技術導入の検討について
　新複合施設の建設プロジェクトにおいては、下記の目標の実現に向けた、吉富町に相応しいさまざまな ICT技術
　の導入について検討を図る。
　■行政サービスの高度化　　　　　　■住民体験の向上（便利・快適）　　　　　■ 災害時のレジリエンス強化
　■運営コストの最適化

① コミュニティサービス・・・人と人をつなぐための ICT
　・デジタルサイネージ   ・・・イベント情報、地域ニュースをリアルタイム表示
　・施設予約システム（Web・アプリ）  ・・・会議室・多目的室の予約、空き状況確認
　・地域SNS／コミュニティアプリ  ・・・住民同士の交流、情報共有
　・Wi-Fi・ワークスペース ICT  ・・・コワーキング用途、リモートワーク支援
　・イベント配信（ハイブリッド開催）  ・・・高齢者や来館困難者も参加可能
　・独居高齢者等の見守りインフラ  ・・・ICT技術によるリモートによる見守り

② 図書サービス・・・「スマート図書館化」に関わる ICT
　・RFID（IC タグ）    ・・・自動貸出・返却、蔵書管理
　・セルフ貸出機・無人返却機   ・・・人手削減＋利用者の利便性向上
　・電子図書館（電子書籍）   ・・・自宅から利用可能
　・蔵書検索システム（OPAC）  ・・・スマホから検索・予約
　・レコメンドAI    ・・・利用履歴に基づく本の推薦
　・館内ナビ（ビーコン・AR）   ・・・本の場所を案内
　・図書館セキュリティシステム (BDS) ・・・不当な図書持ち出し、盗難等のリスク軽減

③ 子育て支援・・・「安心」と「負担軽減」を実現する ICT
　・子育てアプリ    ・・・予防接種・健診スケジュール管理
　・オンライン相談（ビデオ通話）  ・・・保健師・専門家との相談
　・見守りシステム    ・・・子どもの入退館通知（ICカード・QR）
　・デジタル予約（保育・イベント）  ・・・窓口不要の申込み
　・混雑可視化     ・・・キッズスペースの混雑状況を表示
　・IoT 環境センサー    ・・・温湿度・空気質の管理（安全な環境維持）

④防災拠点・・・「情報」と「即応性」を担保する ICT
　・災害情報連携システム   ・・・気象・避難情報の自動取得・配信
　・防災アプリ／プッシュ通知   ・・・避難指示・安否確認
　・デジタルサイネージ（災害モード）  ・・・緊急情報の即時表示
　・非常用通信（衛星・無線 LAN）  ・・・通信断時のバックアップ
　・IoT センサー    ・・・地震・浸水・煙検知
　・スマート避難所管理   ・・・避難者の受付・人数管理（QR・顔認証）



項目 基準法 チェック事項 備考 判定
(有・無)

〈建築概要〉

地名・地番 福岡県築上郡吉富町大字広津640-3,641-1,643-3,645-1,645-4,647-1 インフラ整備事業
による分合筆予定

敷地面積 公簿　6,977.36㎡　　実測：7520.31㎡ 敷地求積図

延べ面積 1,990.00㎡（601.98坪） インフラ整備事業
による調整要

建築面積 1,990.00㎡（601.98坪） インフラ整備事業
による調整要

構造 法20条 鉄骨造 構造要検討

規模 地上1階

建物用途 別表1
(い)欄(3)項 主要用途／（区分08140）図書館

用途地域等 法48条
別表2 第1種住居地域（容積率200%、建蔽率60%） 道路幅員による

制限なし
地域地区等 なし

道路
南側：7026 広津東山線（42条一項一号道路）
北側：なし　　　東側：なし
西側：法外道路（拡幅予定）

道路台帳にて
確認

〈敷地・高さ〉
敷地と道路
との関係 法43条 接道2m以上確保する 適用

敷地と道路
との関係

福岡県
建築基準法
施行条例

延べ面積が1000㎡を超える建築物の敷地は、
道路に6m以上接することが必要 適用

容積率 法52条 200%
7,520.31㎡
×200％

＝1504.62㎡以下
適用

床面積の
算定方法

S61住指発
115

ポーチ、公共用歩廊は自動車車庫や自転車置き場など明らかに
屋内的に適用する部分を除き、床面積に算定しない。 適用

建ぺい率 60%
7,520.31㎡
×60％

＝4,512.18㎡以下
適用

壁面面積
令2条1-2
H6通告
1437

建築物（地階で地盤面上1m以下にある部分を除く）の外壁又はこれに
代わる柱の中心線（1m以上はね出す庇等はその先端から1m後退）で
囲まれた水平投影面積による。
ただし開放性が高い建築物の場合は端から1m以内の部分は除外される。

適用

北側斜線 法56条3 ・北が道路／真北方向に H=10m+1.25× (L+道路幅員)（Lは後退距離）
・北が隣地／真北方向に H=10m+1.25×L（Lは後退距離） 無

道路斜線 法56条
・H=1.25 L/L：建物から道路の反対側の境界線までの水平距離
　　　　　　　　／適用距離20m
・基準高さは道路の中心からの高さ

適用

隣地斜線 法56条 20m+1.25×隣地境界線までの水平距離 適用

日影制限 法56条の2 第一種住居地域→高さ10m以上が対象4ｍ/5h・3ｈ 屋根勾配による 適用

高さ制限
の除外

令2条の
1の6

階段室、空調機械室等で水平投影面積が、建築面積の1/8以下で
高さ12m以下の場合は高さから除外。
北側斜線、高度地区、避雷針の設置基準を除く。

適用

階の
算定方法

令2条の
1の8

屋上部分の階の取り扱いについて、昇降機塔、装飾塔、物見塔、その他
これらに類する建築物の屋上部分は水平投影面積の1/8以下の場合には、
階数に算入しない

1,990.00㎡×1/8
=248.75㎡
＜00.00㎡
塔屋1階 よって
1階建て

適用

書庫の階
の取扱

東京都
通達

建築物の1の階の中に設ける特殊な形状の倉庫・書庫等の取扱
 →第1から第6を満たす書庫等についてはその高さにかかわらず階は
1とみなす。

閉架書庫に将来、
書庫工事として
増築しても階数は1

（通達）

適用

敷地内の
通路 令128条 敷地内には、屋外避難階段及び出口から公道又は公園、広場その他の

空地に通ずる幅員が1.5m以上の通路を設けなければならない 適用

項目 基準法 チェック事項 備考 判定
〈一般構造〉

大規模建築物
の主要構造 法21条

・高さが13m又は軒高9mを超える建築物、延べ面積が3000㎡を超える
　建築物の主要構造部の主要な部分に木材など可燃材料を用いたものは
　耐火性能を有するものであること。

高さ/約9m、
軒高/約4m、

延べ面積/約1200㎡
無

階段 令23条の1
令129条の9

・居室の床面積200㎡以上
　幅120cm以上、けあげ20cm以下、踏面24cm以上、踊場4mごと
・①～③以外の階段
　幅75cm以上、けあげ22cm以下、踏面21cm以上、踊場4mごと
・屋外階段
　直通階段/幅90cm以上、その他/幅60cm以上

塔屋/約○○㎡
（職員用） 適用

スロープ 令26条 ・勾配1/8以下、幅は階段に準ずる 広場への
スロープは1/20 適用

採光 法28条
令19、20条

・採光に有効な部分の面積のその床面積に対する割合
　住宅居室：1/7、幼稚園・小・中・高等学校：1/5、大学教室：1/10

図書館は対象外
1/20居室採光のみ 有

換気 法28条
令20条の2,3

・換気上無窓の居室、特殊建築物（劇場等）、
　火気使用室には換気設備を設ける

換気設備を設置
又は告示適用 適用

シックハウス
法28条の2
 令20条の
6・7・8

・建築材料（天井裏とも） ☆☆☆☆以上、気密性、換気設備による措置
　※フローリング、集成材、構造用パネルなど☆☆☆☆有
・換気回数 0.5回/時以上（その他の居室）

建築材料 ☆☆☆☆、
天井裏 ☆☆☆☆、
換気回数0.5回/時以上

適用

便所 法31条
・下水道法に規定する処理区域内においては水洗便所とする。
・便所から排出する汚物を公共下水道以外に放流仕様とする場合は
　し尿浄化槽を設けなければならない。

雨水・汚水は分流方式 適用

避雷設備 法33条
令129条の12 ・高さ20mを越える建築物には、有効に避雷設備を設ける 高さ/約10m 無

〈防火〉

耐火又は
準耐火建築物

法27条
別表1
令115条3

・3階以上の階を図書館の用途として使用する場合は耐火建築物とする
・図書館用途が2,000㎡以上の場合は耐火建築物又は準耐火建築物とする
・危険物数量が基準以上の場合は耐火建築物又は準耐火建築物とする

2,000㎡未満
任意で準耐火建築物 無

法22条地域
屋根 法22条 ・法22条区域指定区域内にある建築物の屋根の構造は通常の火災を想定

　した火の粉による建築物の火災の発生を防止するために不燃材料とする 法22条指定あり 適用

法22条地域
外壁 法23条 ・法22条区域指定区域内にある建築物の外壁で延焼の恐れのある部分の

　構造を準防火性能（屋内/石膏ボードt9.5と屋外/土塗り壁）とする 法22条指定あり 適用

防火壁 法26条
令113条

・延べ面積が1000㎡を超える木造建築物等は防火上有効な構造の防火壁
　により有効に区画し、かつ、各区画の床面積の合計をそれぞれ1,000㎡
　以内としなければならない。

延べ面積/1,990㎡
但し、任意で
準耐火建築物

無

防火区画 法27条
令112条

・対象建築物（耐火建築物、準耐火建築物以外の建築物）
・面積区画/（特定防火設備）あり
・竪穴区画/（防火設備）地階又は3階以上に居室を有するもの、階段、
　吹抜、ELシャフト、ダクトスペース等
　竪穴区画は、面積の大小に関係しない
・異種用途区画/（特定防火設備）
　カフェ等は「建築物の防火非難規定の解説」P130より管理者が同一
　のため区画を行わない。
・防火上主要な間仕切壁を準耐火構造とし、天井裏に達せしめる
（防火避難規定の解説P135 学校の場合は教室間）

延べ面積/1,990㎡
法27条は適用外
但し、任意で

準耐火建築物の為、
1,500㎡毎に区画

適用

令和 7年度吉富町多世代交流型複合施設整備事業基本設計業務　基本設計図書
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内容 担当窓口 種別 概要 届出時期 判定
(有・無)

建築確認

確認検査機関
or

京築県土
整備事務所

確認 建築基準法、関係法令の確認
基礎工事着工前に
確認済証の交付を

受ける
有

省エネルギー
計画書 福岡県 届出 第二種特定建築物

（延べ面積 300平方メートル以上 2,000平方メートル未満） 工事着工の21日前 有

福祉の
まちづくり条例 県土木事務所 届出

新複合施設：3. 図書館 → 全てのものが対象。
ひだまり　：9.集会所　→用途面積が300㎡以上のもの
別棟の場合、各々の用途で整備すればよい。
バリアフリー法も併せて協議

確認申請の
14日前までに
事前協議書を提出
但し、施主が町
の為提出は不要

有

バリアフリー法

確認検査機関
or

京築県土
整備事務所

確認 確認申請時 有

建設リサイクル

京築県土
整備事務所
0979-82
-3364

届出 建築物の解体工事：延べ床面積 80㎡以上
建築物の新築：延べ床面積 500㎡以上

工事着手の
7日前まで

有
工事請負者
対応

都市計画法
第53条 県？ 許可

都市計画決定された都市計画施設（道路、公園等）の区域
又は市街地開発事業（土地区画整理事業、市街地再開発事業等）
の施行区域内で建築物の建築を行う場合、許可が必要。

無？

建築等の制限
都市計画法
第65条

県？ 許可

都市計画事業の施行の障害となるおそれがある土地の形質
の変更若しくは建築物の建築その他工作物の建設を行ない、
又は政令で定める移動の容易でない物件の設置若しくは
堆積を行なおうとする者は、都道府県知事の許可を受け
なければならない。

許可申請書を
提出 無？

占用の許可
都市公園法第6条 公園管理者 許可

都市公園に公園施設以外の工作物その他の物件又は施設を
設けて都市公園を占用しようとするときは公園管理者の許可
を受ける

？ 無

区画形質の変更
都市計画法

単なる土地の分合筆のみを目的とした権利変更は「区画形質の
変更」には含まれない 無

建築紛争の
予防と条例 無

埋蔵文化財
文化財保護法
第93条第1項

吉富町
教育委員会 届出 放課後児童クラブ敷地が包蔵地（天仲寺・広運寺遺跡） 着工60日前まで 有

景観計画
事業系一般廃棄物
及び資源物保管
場所の設置
雨水流出抑制
自転車等駐車場附置
及び建設奨励に
関する条例
附置義務駐車場

緑化水準

土壌汚染対策法
福岡県環境
基本条例
騒音・振動対策

消防法 消防設備 設置基準 備考 判定
(有・無)

別表1
7項 該当防火対象物

新複合施設：(8) 図書館　※多目的室が図書館に属するか否かで
　　　　　　8項とみなすか判断する
ひだまり　：(16-ロ）集会所
※特定防火対象物ではない

総務省令
第5の2 無窓階の判定

■10階以下の場合 直径1m以上の円が内接することができる開口部が
　2以上、かつ直径50cm以上の円が内接することができる開口部の
　面積の合計が当該階の床面積の1/30未満の場合は無窓階となる。
　 幅員1m以上の道路、その他の空地に面したもの

1階／1.990.00㎡
 ÷ 30 =66.33㎡
 塔屋／階ではない

有窓階

令10条 消火器具 1階は延床面積300㎡以上に消火器を設ける。
防火対象物の各部分から歩行距離20m以内に設置 有

令11条 屋内消火栓設備 延床面積700㎡以上の場合は屋内消火栓設備を設ける。 全館に設置 有

令12条 スプリンクラー設備 11階以上の階はスプリンクラー設備を設ける。
※面積区画の緩和で一部採用する可能性あり 地上1階 無

令13条
～18条

不活性ガス消火設備等
ハロゲン化物消火設備
粉末消火設備

発電機室、電気室、ボイラー室等の床面積が200㎡以上の場合に
設ける。通信機器室は500㎡以上の場合に設ける。
※面積区画の緩和で一部採用する可能性あり

無

令19条 屋外消火栓設備 その他の建築物は1,2階の床面積の合計3,000㎡以上の場に設ける。 計約1,990㎡ 無
令20条 動力消防ポンプ設備 1階もしくは2階に屋内消火栓を設置したときは免除。 無
令21条 自動火災報知設備 延床面積500㎡以上の場合は自動火災報知設備を設ける。 全館に設置 有
令21条-2 ガス漏れ火災報知設備 図書館は設置義務なし。 無

令22条 漏電火災警報器

延床面積500㎡以上
●間柱若しくは下地を不燃材料以外の材料で造った鉄網入りの壁
●天井若しくは下地を不燃材料及び準不燃材料以外の材料で造った
　鉄網入りの床又は天井
●野縁若しくは下地を不燃材料及び準不燃材料以外の材料で造った
　鉄網入りの天井を有するものに設置する。

無

令23条 消防機関への
火災報知設備 延床面積1,000㎡以上の場合は火災通報装置を設ける。 加入電話設備

にて代替 有

令24条 非常警報設備

有窓階：収容人員50人以上の場合に設ける。 無窓階：収容人員20人
以上の場合に設ける。 収容人員800人以上の場合は放送設備＋
非常ベル又は自動式サイレンを併置する。
→座席数約150席 収容人数約200人程度

ひだまりのみ？
放送設備、非常ベル
自動式サイレン
のいずれか設置

有

令25条 避難器具
3階以上の階、ただし主要構造部を耐火構造とした建築物の2階を除
く。
その階の収容人員が50人以上の場合に適用。

なし 無

令26条 誘導灯・誘導標識 地階、無窓階又は、11階以上で必要。 C級以上（矢印付はB級以上） 夜間利用も考慮し
自主設置？ 有

令27条 消防用水

・敷地面積20,000㎡以上かつ1,2階の床面積の合計が耐火建築物は
　15,000㎡以上の場合に設置
・高さが31mを超え、かつ、地階を除く延床面積25,000㎡以上の
　場合に設置。
・敷地面積20,000㎡以上かつ同一敷地内に2以上の建築物がある
　場合で、これらの建築物相互の外壁面の中心線からの水平距離が
　1階は3m以内、2階は5m以内の部分を有し、かつ1・2階の床面積
　の合計が規格以上の場合

無

令28条 排煙設備 図書館は対象外。 建築基準法
に準ずる 無

令28条-2 連結散水設備 地階の床面積が700㎡以上の場合に設置。 なし 無

令29条 連結送水管 5階建以上で延床6,000㎡以上、または7階建以上の場合に設置。
屋上で駐車場の用途に供する場合に設置。 無

令29条-2 非常コンセント設備 地上11階以上の場合に設置。 無

その他 非常電源設備 非常電源設備：発電機 BCP対策？ 施主要確認
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本計画では、以下の補助金の取得を検討する。

（1）本体工事：地域未来交付金のうち地域未来推進型の拠点整備事業
　　　・地方の暮らしの安定を実現し、各自治体による産業クラスター計画や地場産業の成長戦略が、真に地方の活力を最大化することに繋がるような、地方公共団体の地域独自の取組等を支援。
              ・ソフト＋ハードや分野間連携の事業を一体的に支援。
　　　・事業の検討・実施・検証の各段階において、地域の多様な主体が参画。

（2）周辺インフラ：同インフラ整備事業
　　　・（1）の事業と組み合わせて実施される地方創生の推進に資するインフラを整備する事業のうち、公共事業関係費のうち以下の事項に該当する国庫補助事業。
　　　　 　①治山治水対策（治水、治山、海岸）
　　　　 　②道路整備
　　　　 　③港湾空港鉄道等整備（港湾整備、空港整備、都市・幹線鉄道整備）
　　　　 　④住宅都市環境整備（住宅対策、都市環境整備）
　　　　 　⑤公園水道廃棄物処理等（下水道、水道施設整備、廃棄物処理施設整備、工業用水道、国営公園等、自然公園等）
　　　　 　⑥農林水産基盤整備（農業農村整備、森林整備、水産基盤整備、農山漁村地域整備）
　　　　 　⑦社会資本総合整備
　　　　 　⑧推進費等（社会資本整備円滑化地籍整備事業費補助）

（3）ICT：地域未来交付金のデジタル実装型
　　　・デジタルを活用した地域の課題解決や魅力向上に向けて、以下の実装の取組を行う事業とする。
　　　　 　①優良モデル・デジタルサービスを活用する取組であって、実装されるデジタルサービスを利用する地域住民等がその効果を享受することができる取組。
　　　　 　②複数の地方公共団体において共同で実施する取組であって、新たな技術等を活用して社会課題の解決を積極的に推進する取組。
　　　　 　③「デジタル行財政改革の基本的な考え方」に合致し、国や地方の統一的・標準的なデジタル基盤への横展開につながる見込みのある先行モデル的な取組。          

（4）子育て支援：次世代育成支援対策施設整備交付金
　　　・次世代育成支援対策を推進するために都道府県又は指定都市、中核市若しくは市町村 (指定都市及び中核市を除き、特別区、一部事務組合及び広域連合を含む。以下同じ。）
　　　　が策定する都道府県整備計画、市町村整備計画又は防犯対策強化整備計画（以下「整備計画」という。）に基づいて実施される児童福祉施設等及び障害児施設等に関する施設
　　　　整備事業に交付する。

（5）太陽光等：二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金
　　　・再エネ熱利用や自家消費又は災害時の自立機能付きの再エネ発電（太陽光発電設備を除く）導入について、一定のコスト要件を満たす場合に、
　　　　その計画策定又は設備等導入に対して支援を行う。

補助金申請チェック
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建物BCPの基本フレームは大きく 4層で考える。
① 人命安全確保    ② 建物機能維持    ③ 資料保全    ④ 早期復旧性の確保

（1）耐震対策（地震対策）
■ 建物本体
     新耐震基準適合（1981年以降）
     「倒壊しない」だけでは不十分な為、機能継続レベルの耐震性を目指す。
■ 内装・設備の固定
     書架対策　・・・書架の床固定、書架同士の連結、上部落下防止バー、
  　　  高所書架の制限
     天井対策　・・・特定天井の耐震化、照明器具の落下防止ワイヤー
     ガラス対策・・・飛散防止フィルム、強化ガラス採用

（2）水害対策（浸水・雨水）
■ 立地確認
     ハザードマップの浸水想定深さ検討
■ 建築的対策
     入口対策・・・止水板設置、防水扉、自動閉鎖機構
     地下対策・・・地下書庫の回避、排水ポンプ二重化、逆流防止弁
     書庫配置・・・貴重資料は高層部へ配置、床上 50cm以上に棚最下段
      設定

（3）火災対策
■ 防火区画
     書庫を耐火区画化、自動閉鎖式防火扉
■ 消火設備
法的に必要な屋内消火栓設備を検討する。また、図書館特有の選択が

　重要であり、一般的なスプリンクラーは水損リスクが大きい為、本計画
　では採用しない。

4）電源・インフラ継続対策
■ 非常用電源
自家発電機（72時間目標）、蓄電池（UPS）、
非常用コンセント明確化
優先対象：サーバー室、非常照明、防災設備

■ 通信確保
複数回線化、モバイル回線バックアップ、非常用Wi-Fi

（6）空調・環境制御
資料保存に直結する為、下記に配慮する。
■ 温湿度管理
空調二重化、非常時最低限の環境維持

■ カビ対策
浸水後の即時乾燥計画、除湿機の備蓄（備品）

（7）早期復旧を考えた設計
■ ゾーニング設計
被災しても一部開館可能な構造検討、分割利用可能なフロア設計

■ メンテナンス性
設備の点検口確保、部品調達可能な機種選定、図面・設備情報の
クラウド保管

（8）災害後の初動対応設計
建物BCPには「初動動線」も含まれる為、下記内容も検討する。
安全確認ルート明示、非常放送システム、避難誘導灯の二重電源
集合場所設定
■ 建物BCPの成熟度レベル
レベル 1：最低限の耐震基準
レベル 2：什器固定＋防水対策
レベル 3：電源 72時間＋分割運営可能
レベル 4：免震＋クラウド＋多重バックアップ

災害拠点としての対応
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B.　設計項目別概要



アクセス計画について 配置・ゾーニング計画について

学童施設の移設について
本事業において、敷地内に設置されている既存の学童施設を将来的な展望を含めてどのように取り扱うかは、極めて重要
な検討課題である。基本設計では、以下の観点から総合的な検討を行った。
１．検討の視点
　・多世代交流型複合施設との機能的整合性
　・町が推進する住民サービスの「集約と統合」の方針との整合
　・就学児の生活サイクルからみた学童機能の最適配置
　・敷地利用計画における学童施設残置のメリット・デメリット
　・ウェルビーイングを重視し、SDGs から SWGsへと移行する社会的潮流を踏まえた学童施設のあり方

２．検討結果の整理
　・学童機能は専用性が高く、多世代交流型複合施設が目指す開かれた交流拠点機能とは性格が異なる
　・小学校教育と学童保育は対象年齢・生活動線が一致しており、機能・施設・業務の集約による効率化と質の向上が
　　期待できる
　・就学児の生活サイクルにおいて最も関連性の高い吉富小学校との距離を解消することが望ましい
　・学童施設を移設することで、「みんなの広場」の拡張および機能充実が可能となる
　・小学校と一体化した学童環境を整備することにより、子どもを取り巻く安全性・安心感・成長環境の向上につながる

３．結論
以上の検討を踏まえ、学童施設は現在地から吉富小学校敷地内へ移設することが最適であるとの選択に至った。

敷地内における配置計画は下記内容に配慮する。
（1）敷地の南側に「みんなの広場」を大きく配置する
（2）敷地南側と西側の道路沿いに遊歩道を整備する
（3）ひだまりの前面に駐車場を整備する

（4）「みんなの広場」を施設前面（南面）の大きな曲面で取り囲む
（5）「みんなの広場」には随所に楽しい植栽を配置する
（6）いろいろな箇所からアクセスできる施設とする
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プール跡地の利活用計画（案）について

老朽化等により用途を終えたプール跡地については、地域の利便性向上および防災機能の強化を図るため、当面は多目的に
活用するとともに、将来的な公共施設の再整備用地としての活用も視野に入れ、以下の方針により整備・活用を検討する。

1．当面の利活用
(1) 駐車場の整備および借地の返却
　　シビックゾーン内に、利便性と安全性に優れた良好な駐車場を整備することにより、利用者のアクセス性の向上および
　　ゾーン内環境の充実を図る。これにより、現在駐車場として利用している借地（約 1,600 ㎡）の返却が可能となり、
　　町の固定経費の削減につながるとともに、持続可能な財政運営に寄与するものである。

（2）収納倉庫・備蓄倉庫の設置
　　防災資機材や地域活動に必要な物資を保管するため、収納倉庫および災害用備蓄倉庫の設置を検討する。

（3）災害時の緊急避難スペースの確保
　　広場的機能を確保し、災害発生時には地域住民が一時的に避難できるスペースとして活用する。

（4）ランドスケープデザインを考慮した敷地整備
　　JR吉富駅、あいあいセンター、吉富小学校を結ぶ地域動線を踏まえ、歩行者の通行や回遊性に配慮したランドスケープ
　　デザインを取り入れた敷地整備を検討する。

2．将来的な活用
（1）公共施設の建替え用地としての活用検討
　　将来的には、老朽化した公共施設の建替えや再配置に対応するための用地としての活用も視野に入れ、柔軟な土地利用
　　を検討する。
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フォーユー会館フォーユー会館

シビックゾーンシビックゾーン

計画敷地計画敷地

町役場町役場

子育て支援センター子育て支援センター

プール跡地プール跡地

借地駐車場借地駐車場

吉富町体育館吉富町体育館

住民福祉センター
ひだまり

住民福祉センター
ひだまり
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平面計画について

今回整備する「吉富町多世代交流型複合施設」は、従来の＜廊下と部屋＞という
プランニングを行わず、約 2000㎡のオープンなスペースに、ランダムに諸室を
配置する＜インドア・アーバニズム（室内都市）＞の手法を用いたプランニングを
行う。また、室内は５つのゾーンにより構成する。

エントランスゾーン
　①　施設の東南部を主エントランスとして計画する
　②　吉富町の魅力と歴史を紹介する展示スペースを設ける
　③　オープンなカフェやコワーキングスペースが設置可能な計画とする

南面ゾーン
　①　施設南側の窓面に沿ったリニアーなゾーンとして計画する
　②　個人やグループで利用するややアクティブな学習ゾーンとして計画する

多目的室ゾーン
　①　施設の中央部分にランダムに配置された多目的室ゾーンとして計画する
　②　多目的室は目的・機能に応じていくつかの大きさの部屋を計画する
　③　不定形となる通路部分を利用者が自由に使えるコミュニケーション
　　　スペースとして計画する
　④　町民への重層的サービスに対応する、オープンなスペース、クローズな
　　　スペースをそれぞれ計画する

図書サービスゾーン
　①　施設西側のスペースを図書サービスゾーンとして計画する
　②　サービスカウンターを中心に、多世代利用に対応するいくつかのサービス
　　　ゾーンを計画する
　③　一部のスペースに高低差を設け、変化のある空間を計画する
　④　閉架書庫を整備する
　⑤　一般書架スペースは災害時の避難スペースとして利用できるよう計画する

事務室ゾーン
　①　施設東側のスペースを事務室ゾーンとして計画する
　②　フリーアドレスなどの新たな働き方に対応する事務スペースを計画する
　③　JR吉富駅側からのアクセスに対応する



平面計画について

防犯・安全性の考え方
〇基本的な考え方
　・これからの図書館づくりの課題はこどもや職員を犯罪から守るという視点が大切だと考える。
　・安全といった場合、日常的な安全性と非常時の安全性があり、各々の場合に適切に対処できる計画とする。

　①日常的な防犯、プライベートの確保
　・死角のない施設づくりなどの工夫により、犯罪を未然に防ぐ配慮をする。
　・開館時間の延長時にも職員が安心して働ける構造に配慮する。
　・職員の目に着きやすい位置にトイレを配置する。
　・書架の高さを工夫して、死角の少ない図書館とする。また死角となる
　　ような所や、夜間のイタズラの恐れがあるブックポスト周辺には監視カメラを設け、安全対策を行う。

　②非常時の安全性の確保
　・火災などへの安全性とともに、地震時の安全性に十分配慮した計画とする。
　・書架の転倒や書籍の落下から安全性を確保することを検討する。

防災計画
〇基本的な考え方
　・本施設では不特定多数の人が利用するため、できるだけ単純でわかりやすい
　　避難経路とする。

　①初期消火の充実
　・感知器を適切に配置し火災の早期発見に努める。

　②防火区画
　・計画建物の規模・形態。用途を考慮し、適切な防火区画・防炎区画を行ない
　　避難の安全性と延焼拡大の防止を図る。

　③防煙区画
　・新複合施設全体で自然排煙もしくは避難安全検証法を主体に計画し、
　　室内で発生した煙を開口部から排出し避難時間を確保する。

　④避難誘導
　　開架スペース内の通路を避難経路として確保する。

図書管理の考え方
〇ブックディテクションシステム（BDS）の導入検討
　・図書サービス機能において、蔵書や資料の不正な持ち出しを防止し、適切な管理を行うためのシステム
　　としてBDSの導入を検討する。貸出・返却の手続きを経ていない資料の持ち出しを検知することで、
　　紛失や盗難の防止対策を行う。運用方法は、蔵書・資料に磁気テープや ICタグを貼付し、新複合施設の
　　出入口に専用のゲートを設置検討を行う。

〇蔵書管理
　・貸出返却業務・蔵書点検などの職員の手間だけでなく、利用者の利便性を考慮し、自動貸出機など ICT
　　技術を導入検討する。
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外観計画について

新しい複合施設を威圧感のない平屋建て建築とし、地域に開かれた「まちのリビング」にふさわしい、
親しみやすくアットホームな空間づくりを目指す。広場を中心とした一体的な景観形成を行う。

（1）新複合施設の外観計画
　●スケール・ファサード
　・正面（南側）の軒高を約 4メートルに抑え、圧迫感を軽減する。
　・正面外壁は半径 45メートルの大きな曲面形状とし、「みんなの広場を取り囲む」包容的な空間構成とする。
　・建物前面に奥行き 2.8 メートルのパーゴラを設置し、
　・日差しを和らげる環境装置
　・滞留や交流を促す “エンガワ” 機能を持たせる。
　・パーゴラはエントランスのキャノピーを兼ね、動線上の象徴的なゲート空間を形成する。
　・外装材および色彩は、木の肌合いを意識した素材感とし、温かみのある景観を創出する。

●屋根・断面構成
　・内部空間は、放射状に勾配が変化する天井高さ 4メートル～ 8メートルの立体構成とする。
　・これに呼応し、外観も放射状の緩やかな勾配屋根とすることで、内外の一体感を確保する。
　・緩勾配屋根とすることで、「みんなの広場」から屋根面が直接見えない構成とする。
　・屋上設置予定の太陽光パネルが広場から視認されない計画とする。

（2）既存ひだまり棟の外観計画
　・新施設との意匠的統一を図るため、既存のひだまり棟を改修する。
　・2階壁面および南側妻面にルーバーを新設し、ファサードのデザイン統一を図る。
　・外装材および色彩を、木の肌合いを意識した仕様へ改修し、施設全体としての一体感を創出する。
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内観計画について

図書スペース 02

空間イメージ参考画像

　図書スぺ―ス 01
「まちのリビング」にふさわしい、親しみやすくアットホームな空間づくりを基本理念とする。
また、施設全体を視覚的・空間的に連続させ、一体感のあるオープンスペースとして構成する。

（1）空間構成計画
　・　新施設内の各ゾーンについては＜インドア・アーバニズム（室内都市）＞の手法を導入し、
　　　屋内でありながら多様な居場所や風景を感じられる構成とする。
　・　機能ごとに緩やかにゾーニングしながら、それぞれに異なる表情と居心地を持たせる。
　　　1.　エントランスゾーン
　　　2.　南面ゾーン
　　　3.　多目的室ゾーン
　　　4.　図書サービスゾーン
　　　5.　事務室ゾーン

（2）空間ボリューム計画
　・　内部空間は、中心から放射状に天井高さ 4メートルから 8メートルへと変化する立体
　　　構成とする。
　・　高さの変化により、開放感と包容感を併せ持つダイナミックな内部空間を創出する。

（3）インテリア計画
　・　自然素材を積極的に採用し、人と環境にやさしい内装計画とする。
　・　木の肌合いを意識した落ち着きのある色彩・素材構成とし、温かみのある空間を形成
　　　する。
　・　長時間滞在しても心地よい、安心感のあるインテリアデザインとする。
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事務エリア・多目的室

　エントランス

多目的の視認性については、透明性とプライバシーの確保を考慮し、調光フィルムまたは半透明ガラスフィルム、
ミラーガラスの採用を検討する。

電気ON：透明

（調光フィルム　イメージ画像）

電気OFF：不透明

内観計画について
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多目的室・コワーキングスペース



段差を設けない設計の例

ユニバーサルデザイン計画について

■人にやさしい図書サービス機能づくり
　本施設では、こどもから大人、高齢者の方まで、まちのどのような方でも利用しやすい平滑で見通しの良い、安全性
　に十分な配慮をした施設計画を行う。

　基本方針
　　年齢、性別、能力、国籍などの違いに関わらず、すべての人にとって安全・安心で利用しやすい計画とし、徹底
　　したユニバーサルデザインを追求する。尚、福岡県福祉のまちづくり条例」及び、「バリアフリー法（建築物移動
　　等円滑化基準）」に基づき計画する。

（1）移動のしやすさについて
　・段差を設けない設計とする。屋外と屋内との間も段差をなくし、スムーズな移動を可能にする。
　・室内の扉は音の性能に関係ない室には、可能な限り引戸を採用する。

（2）図書サービス機能計画について
　・多くの開架書架は 6段の書架とする。
　・書架間隔を 1,800 ㎜ 程度とし、車椅子の方がスムーズに移動できる書架配列とする。
　・カウンターや閲覧席は車椅子でも利用しやすい形状とする。

（3）視覚障害者への配慮
　・視覚障がいがある方の安全な歩行経路を確保する為、建物内外に誘導ブロックの敷設や
　　音声誘導装置 (主出入口 )を計画する。

（4）聴覚障害者への配慮
　・聴覚障がいがある方への表示内容を検討する。

（5）安心安全なトイレの計画
　・トイレは、利用者だけでなく職員の方々にとっても使いやすく、かつ明るい雰囲気の防犯に配慮した計画とする。
　・異性介護者にも配慮し、男女兼用の車椅子対応トイレ「多目的トイレ」を設ける。オストメイト対応設備も設ける。

（6）安全なディテール
　・段差のない床、指を挟まれない建具、鋭角部のないカウンター、しっかりと握れる
　　手摺など、建築各部の安全なディテールを計画する。

（7）サイン計画
　　・直感的に情報を理解できるようにピクトグラムを計画する。
　　　建築デザイン、内装デザインを考慮して空間と調和したピクトグラムを使用する。
　　・多様な利用者に、弱視者や高齢者等に配慮した点字案内板の設置、文字の大きさ、
　　　色彩等、視認性のある誰にでも分かりやすいサイン計画とする。
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書架間隔の例

多目的トイレの例 点字ブロックの例

ピクトグラムの例 外国を併用した案内の例
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ひだまり改修計画について

ひだまりは､下記項目を主な改修内容とする。
（改修概要）
　①　１階ホール改修
　　　　・耐震壁撤去及び耐震ブレース補強
　　　　・天井部改修
　　　　・移動客席の設置
　②　１階ホワイエ、控え室整備
　③　１階トイレ改修
　④　2階大広間　フィットネス空間へ改修
　⑤　外部仕上改修
　　　・意匠アルミルーバーの設置（新複合施設の意匠と調和）
　　　・外壁塗装（新複合施設の意匠と調和）
　　　・屋根同材貼替

また、ひだまりは改修計画と併せて老朽化箇所の補修工事も行う。
（補修概要）
　①　シーリング劣化箇所の打ち替え
　②　損傷個所の塗装塗り替え
　③　塗膜剥離・モルタル浮き箇所の塗り替え
　④　外壁ひび割れ部の補修（シーリング充填又はUカット）
　⑤　階段床　ウレタン塗膜防水の塗り替え
　⑥　電気ボックス 間穴埋め
　⑦　東側　既存換気ガラリをウェザーカバーの追加設置
　　　又は防水ガラリへ付け替え
　⑧　竪樋の新規設置
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書架・家具配置計画について

基本方針
　・図書サービスゾーンの書架および家具計画は、多世代の利用に配慮するとともに、
　　「まちのリビング」にふさわしい居心地と滞在性を備えた空間づくりを行う。
　・開放性と安心感を両立し、世代ごとに適切な居場所を確保する構成とする。

（1）ゾーン構成
　・図書サービスゾーンは、以下の 5つのゾーンで構成する。
　　　1.　一般図書ゾーン
　　　2.　ブラウジングゾーン
　　　3. AV（オーディオビジュアル）ゾーン
　　　4. YA（ヤングアダルト）ゾーン
　　　5.　児童図書ゾーン
　　各ゾーンは機能に応じて緩やかに区分しつつ、視覚的な連続性を保つ計画とする。

（2）書架計画
　・5～ 6段の書架を基本とする。
　・通路幅 1.2ｍ以上を確保し、かつ主要動線は 1.8ｍ以上を確保する。
　・書架列は長すぎる「壁」をつくらないように途中で折り返しや抜けを設け、見通しと
　　避難動線を確保する。
　・文庫・新書、一般書、大型本・美術書など、本のサイズごとに棚段数・奥行を変えた
　　書架を設ける。
　・配架計画は実施設計にて継続協議を行うこととする。

（3）児童図書ゾーンの特徴
　・2～ 4段の低書架を採用する。
　・絵本棚や踏み台無しで利用できる範囲の壁面書架を採用する
　・書架高さは、児童エリア全体を見渡せるレベルに抑え、閉塞感を避けて安全な見守り
　　を確保する。

（4）学習スペース計画
　・児童の学習利用に対応するため、「グループ利用に対応したテーブル席」と「個人利用
　　に対応した集中型席」を適切に配置する。
　・用途に応じた家具計画により、学習環境の多様なニーズに応える。

児童書架スペース　A案　（本棚ブース型）

児童書架スペース　B案　（階段状書架型）イメージパース

児童書架スペース　B案　（階段状書架型）
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補助対象外面積　計 200.00 ㎡



（1） 構造計画概要
設計目標
　　・上部構造の設計目標として、各荷重に対して部材の強度・耐久性・耐火性を確保すると共に、有害な変形や
　　　振動を起こさないようにする。
　　・基礎構造の設計目標として、沈下等の障害を生じさせることなく上部構造を確実に支持し、かつ耐久性・
　　　経済性のバランスのとれた形式とする。

①上部構造計画
　　構造計画
　　・建物全体は鉄骨造のラーメンフレーム形式を基本とする。
　　・構造設計は靭性能に富んだ主のラーメン架構を耐震コアとして数か所点在させながら効率的に全体の
　　　水平力を負担させ、内部空間に散りばめた繊細な鉄骨ポスト柱が屋根を支えている構成である。

　　建物規模
　　・地上２階建て、地下階無し

　　構造形式
　　・鉄骨造ラーメン架構（一部鉛直ブレースあり）とする。
　　・２階床（屋上床）はデッキスラブ、屋根は軽鉄下地による乾式屋根とする。
　　・屋根は水平ブレースを適切に設けることで水平剛性を確保して耐震コアフレームへの応力伝達を行う。
　　・耐震コアとなるラーメンフレームの柱脚はベースパック工法などの既製品の半剛接露出柱脚とし、安定
　　　した剛性および靭性能の確保に努める。

②基礎構造計画
　　・基礎形式は独立フーチング基礎形式とし、負担軸力に対して柱状改良等の杭状地盤改良にて支持層まで
　    　安定して荷重伝達を行うものとする。

（2）構造設計方針
耐震設計方針
　・本計画建物の設計ルートは、耐震設計ルート２を採用し、Co=0.2 として許容応力度計算を行う。
　・「 官庁施設の総合耐震計画基準」により構造体の耐震安全性の分類をⅡ類とし、標準せん断力係数に乗じる
　　重要度係数は 1.25 とする。
　　＊Ⅱ類： 「大地震動後、構造体の大きな補修をすることなく建築物を使用できることを目標とし、人命の
　　　　　　 安全確保に加えて機能確保が図られている」
　・地震地域係数Z は福岡県よりZ=0.8 を採用する。
　・偏心率が 15/100 以下となることを確認する。

①解析方針
　・部材のモデル化は、柱および梁を線材置換とする。
　・各部材は、一次設計荷重に対して応力解析を行い、骨組み各部の応力が材料の許容応力度以下であることを
　　確認する。
　・各部材の断面算定は最新の基・規準に従い行う。

②地震力の算定方法
　・地震力の算定
　　地上部分に作用する地震力
　　　Ｑｉ＝Ｃｉ•Ｗｉ
　　　Ｃｉ＝Ｚ•Ｒｔ•Ａｉ•Ｃo・重要度係数 I
　　　　　Ｑｉ： ｉ階に生じるせん断力（Ｎ）
　　　　　Ｃｉ： ｉ階の地震層せん断力係数
　　　　　Ｗｉ： ｉ階より上の部分の建築物の重量の和（Ｎ）
　　　　　　Ｚ： 地域係数（Ｚ＝0.8）
　　　　　Ｒｔ： 振動特性係数
　　　　　Ｔｃ： 基礎の底部の直下の地盤種別に応じた数値（第２種地盤：０．６）
　　　　　Ａｉ： 高さ方向の層せん断力分布係数
　　　　　Ｃо： 標準せん断力係数
　　　　　　Ⅰ： 重要度係数（Ⅱ類：1.25）
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構造計画概要

（4） 使用材料
　コンクリート 　：Fc＝24 N/mm2
　鉄筋 　　　　　：D19以上 SD345
　　　　　　　　　 D16以下 SD295A
　鉄骨 　　　　　：柱 BCR295、STKN400B、STKR400
　　　　　　　　　 梁 SN400B、STKN400B
　　　　　　　　　 ブレース SS400、SNR400B
　デッキスラブ 　：QLデッキ同等品

（5） 適用基準
　準拠する指針•基準等は最新の基準を適用する。
　① 法令 
　　・建築基準法、同施行令
　　・国土交通省告示

　② 文部科学省大臣官房文教施設企画部
　　 ・建築構造設計指針

　③ 公共建築協会 
　・建築構造設計基準及び同解説
　・建築鉄骨構造設計基準及び同解説
　・官庁施設の総合耐震計画基準

　④ 日本建築学会
　 ・鉄筋コンクリート構造計算基準•同解説
　・鋼構造設計基準
　・建築基礎構造設計指針

　⑤ 全国官報販売共同組合 ・建築物の構造関係技術基準解説書

　⑥ 日本建築センター ・地震力に対する建築物の基礎の設計指針

③風圧力に対する設計方針
　・告示に基づき、令第８７条第二項の規定に従って、地上１０ｍにおける平均風速をＶｏ＝３2m/sec、
　　地表面粗度区分をⅢとして算定する。
　　P=Cf・q・A
　　　P  ：設計用風圧力（N/m2）
　　　Cf：風力係数
　　　 q：速度圧＝0.6・E・Vo^2
　　　　　（地表面粗度区分：Ⅲ）
　　　　　（基準風速Vo＝32m/sec）

④積雪荷重に対する設計方針
　・福岡県築上郡吉富町の最深積雪量 20cm（福岡県建築基準法施行細則より）
　・単位荷重（雪） 20N/m2/cm[ 多雪区域外 ]
　　　Ｓ=ｄ•ρ= 20 x 20 ＝400 N/m2
　　　→ 短期荷重扱いであるため、屋根の積載荷重に含まれるものとする。
　　　→一定規模以上の緩勾配屋根について積雪後の降雨も考慮した積雪荷重の割り増しを行う。

（3）設計荷重
　代表的な用途の床荷重表は以下となる。（単位：N/m2）
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・ボーリング柱状図（近隣データ）
近隣No.2

・近隣No.3

敷地地盤について、近隣ボーリングデータより、GL から 1ｍ付近のN 値４程度の埋土層、GL-１～ 2m 付近の
N値 20 程度のシルト質砂層、GL-2m～ 8m 付近のN 値 30 前後の砂礫層、GL-8m 以深のN 値 50 の礫混じり
砂層からなる地盤構成である。

　・支持形式
　　報告書により、砂礫層は大型の礫を含むことが考えられることから、独立フーチング基礎下部より砂礫層
　　上部までを柱状改良などの杭状地盤改良にて支持することを検討する。

　・ボーリング図（近隣データ）

・近隣No.3

・近隣No.2
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架構計画
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架構を構成する部材の概要
　・柱梁ラーメンフレームによる耐震コア（水平力に対して）
　・円弧状に伸びる梁およびそれを支持する繊細な鉄骨ポスト柱（鉛直力に対して）
　・円弧状の梁の上を流れる登り梁からなる屋根面
　・基礎梁成を一般的断面に抑えることで土工事への影響を軽減させるため、効率的に独立基礎による支持点を設けた基礎
　　（ベタ基礎や布基礎の場合、荷重負担幅とスパンが大きいことから過剰な梁成が必要となってくるため独立基礎を採用する）

■　敷地西側から見た構造架構イメージ
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ひだまり構造改修計画について

多世代交流型複合施設建設に伴い、隣接する住民福祉センター「ひだまり」の一部を改修し新設施設と
一体的に利用する計画である。基本設計では改修後の「ひだまり」の構造安全性確認の基本方針を示す。

（1）主な改修内容
　　構造躯体に関係する主な改修内容は以下の 2点である。
   　      ①　1階北側に多目的ホールを設置するため既存壁の一部を撤去する。
   　      ②　2階南・西外壁面にルーバーを設置する。

（2）「ひだまり」の建物概要
　　　 ・昭和 55年（1980）建設　　RC2F　691㎡
　　     ・意匠図・構造図・計算書・建築確認検査済証有
　　     ・1F の内部改修が実施されている（年度不明）
　　     ・平成 26年（2014）現況耐震診断及び屋根改修を含む耐震改修工事・補強診断を実施している
　　　   （耐震診断報告書有）

（3）構造安全性確認の基本方針
   　      ①　建築基準法上は新設建物と敷地分割したうえで、「ひだまり」単独で大規模な改修に当たらない
　　　 　　  範囲の改修（確認申請対象外）とする。
   　      ②　平成 26年の耐震改修工事の実施時に補強耐震診断が実施されており、この時点で現状の耐震
　　　         安全性が確認されていると判断する。
   　      ③　今回の改修に対する検討の基本方針
　　　 　・長期安全性の確認
　　　　　 基本的には荷重増とならないことを前提とする。また耐震診断上耐震壁として扱われている壁の
　　　　    撤去部分においては撤去壁上部の梁の長期安全性を適切な方法で確認し必要な補強を行う。
　　　 　・地震時安全性の確認
　　　　　 平成 26年の耐震改修診断報告書を基に改修後について耐震診断を再度実施し、必要な場合は
　　　　    耐震補強をして判定基準を上回ることを確認する。計算上補強が不要の場合も現状から大きく
　　　　    耐力低下しない様配慮する。

（4）補強概要
　　　    上記方針に沿って概略検討した結果の概略補強内容を（図 1）に示す。
　　　    2F 外壁ルーバーの設置は現状より荷重増となるが、平成 26年の耐震改修で撤去された同位置の
　　　    屋根庇、2階庇重量に比較して十分軽量であるので元設計との比較では荷重減となる。
　　　    壁撤去部分の 2階梁は元設計では壁無しとして設計されている。従って梁の応力変化は無いが、
　　　    剛性変化に伴う応力再配分に配慮し補強を行う。
　　　    耐震補強は地震時耐力が現状から大きな変化の無い様配慮して決定する。

　　　　　　…壁撤去部分　2G補強 ( 下部増打鉄筋補強）

　　　　　　…補強鉄骨ブレース（H-200×200）

　　　　　　…補強　開口付耐震壁（EW20）

図 -1　１階概略補強内容
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（4）動力設備計画
　・事務スペース屋上に動力制御盤を設置し、空調・衛生負荷などへの電源供給を行う。
　・動力幹線は床ころがし配線を主体とし、分岐配線はケーブル配線又は電線管配線方式とする。

（5）受変電設備計画
　・事務スペース屋上に受変電設備を計画する。
　・受電電圧：3φ3W 6600V 60Hz
　・形式：キュービクル式
　・変圧器容量：600kVA（想定容量：電灯 150kVA×2台、動力 300kVA×1台）
　　（電気設備学会D&Dデータを参照）

（6）発電設備計画
非常用発電設備
　・災害発生に伴う停電時における機能維持の為、発電機を計画する。
　・発電電圧：3φ3W 200V 60Hz
　・原動機：重油

（7）太陽光発電設備
　・複合施設側の屋上に太陽光発電装置を設置する。
　・太陽電池アレイ：90kW
　・蓄電池：25kWh
　・パワーコンディショナー：3φ3W 200V

（8）災害・安全・防災対策
　・BCP対策として、72時間対応の非常電源の確保について検討を行う。

（9）雷保護設備計画
　・重要機器（サーバー用の電源盤等）へSPDを設置し内部雷保護を計画する。

電気設備計画の基本方針
「環境に優しい施設」
　・照明器具は LED照明を主体に採用し、昼光センサー及び人感センサー、集中リモコン (フル 2線式）
　　　等を利用した照明制御により、消費エネルギーの削減を図る計画とする。
「維持管理に配慮した施設」
　・採用機器は汎用品を主体に計画し、将来行われる改修工事棟に容易に対応可能な計画とする。
　・受変電設備の大型機器の更新が容易なように、機器の搬入・搬出ルートを確保する。

（1）電灯設備計画
①照明設備
　・照明器具については LED器具を主体とし、主要な室の照度は下記とする。

　・図書エリア、ブラウジングコーナー、カフェ、キッチンスタジオ　　：昼光センサー+集中リモコン
　・閉架書架、多目的室、プレイルーム、授乳、給湯室、相談、　　　　   ：集中リモコン
　　事務スペース、風除室
　・WC　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ：人感センサーによる在 /不在
　・倉庫、EPS、PS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ：タンブラスイッチ
　・事務スペースに集中リモコンを設置し、照明の一括管理を行う。
　・事務室はPC利用を想定し、均斉度を高くするように照明の配置を考慮する。

②コンセント
　・分電盤は原則として各階 EPSや倉庫内に設置とする。
　・清掃用コンセントは共用部分（廊下・ホール等）に 20ｍ程度に 1箇所、各室には 1箇所以上を計画する。
　・幹線は床ころがし配線を主体とする。
　・屋外に防水型コンセントを設ける（10箇所程度）

（2）防災設備計画
　・建築設計基準・消防法に基づき非常照明・誘導灯を計画する。

（3）低圧幹線計画
　・電源管理計画：各盤のブレーカーがトリップした際、警報盤に警報を出す計画とする。
　・電源供給種別：単相 105/210V、三相 210Vで計画する。

令和 7年度吉富町多世代交流型複合施設整備事業基本設計業務　基本設計図書
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（16）監視カメラ設備計画
　・駐車場、建物出入口等に監視カメラを設置できるよう空配管を本工事範囲として計画する。
　・カメラシステムはネットワーク伝送方式にて計画する。
　・録画装置及びモニターは事務スペースに計画する。

（17）入退室管理設備計画
　・建物内部に電気錠連動の ICカードリーダーを設置できるよう空配管を本工事範囲として計画する。

（18）火災報知設備計画
　・消防法に準拠し自動火災報知設備を計画する。
　・受信機は事務スペースに設置し、P型にて計画する。

（19）データ保護・非常対応計画
　・様々な作業データ・施設資料等のデータ保護、施設停電時の作業としてのバックアップを考慮し、
　　事務スペースのサーバー機器の電源コンセントを確保する為に無停電電源装置 (UPS) の計画を行う。

（20）防犯設備計画
　・機械警備保障設備の対応を行うことが出来るように空配管を本工事範囲として計画する。

（21）BEMS設備計画
　・照明、OAコンセント、空調、換気、給湯負荷をリアルタイムで監視し、最適な制御を行う計画とする。

（22）既存ひだまり棟
　・レイアウト変更に伴う改修範囲は、ホール、屋内階段、事務室、倉庫、トイレ、給湯室、多目的ホール
　・設備の改修範囲は、電灯盤・動力盤の移設、盤の移設に伴う幹線ケーブル延長、電灯設備、防災設備、ITV設備、
　　自動火災報知設備、拡声設備、弱電設備 (電話・インターネット・テレビ・機械警備など )

（10）構内配電線路計画
　・架空にて 3φ3W 6600V、1回線を引込む
　・計画敷地内は引込箇所より建物内までは地中埋設配管にて計画する。
　・駐車場・建物周辺部に外灯を計画する。

（11）構内通信線路計画
　・地中にて通信業者より通信回線を引込むことが可能なように計画する。
　・計画敷地内は建物内までは地中埋設配管にて計画する。

（12）構内情報通信網（※情報端末機器、配線は別途工事）
　・事務スペースを中心とし、EPS内にスイッチ及びHUBの設置を想定し、空配管を計画する。
　・情報端末（スイッチ・HUB）機器、供給取付及び配線は別途工事とする。

（13）構内交換設備計画（※電話機、配線は別途工事）
　・事務スペースにMDFを計画し、電話交換機の設置が可能なように計画する。
　・電話交換機から EPSを経由して端子盤を介し、各電話アウトレットまでの空配管を計画する。
　・電話交換機及び電話機の供給は別途工事とする。

（14）拡声設備計画
　・非常・業務兼用アンプを事務スペースに計画する。

（15）誘導支援設備計画
①インターホン設備
　・来客者用として、外部入口からの受付用のインターホンを計画し、事務スペースに親機を
　　設置する。

②トイレ呼出装置
　・多目的トイレ及び授乳室に呼出釦（各 2箇所ずつ）、廊下に表示灯・ブザー・復旧釦を計画する。
　・表示盤は事務スペースに計画する。

③ テレビ共同受信設備計画
　・事務スペース屋上に地上テレビ用UHF及び BS/CS110°アンテナを主とし、必要箇所に
　　TV端子を計画する。
　・計画する地域にケーブル放送がある場合はUHFに替えて導入できるように空配管を計画する。

電気設備計画概要

令和7年度吉富町多世代交流型複合施設整備事業基本設計業務　基本設計図書
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②

③

屋内電気設備計画について

令和7年度吉富町多世代交流型複合施設整備事業基本設計業務　基本設計図書
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【幹線ルート】
　①　九州電力柱から構内柱まで架空配線にて高圧引き込み。
　②　構内柱から事務室（1）まで地中埋設配管にて計画する。
　③　事務室（1）から EPSを利用し、屋上設備スペースまで
　　　配管を立上げ、キュービクルと接続する。
　※　弱電設備用空配管（電話・インターネット・予備×２本）
　　　の引き込みも同じルートとし、事務室（1）内のMDFと
　　　接続する。

【事務室（1）に設置する機器　想定寸法】
　①　電灯盤 (L-1)  W:800×D:250
　②　受信機   W:600×D:250
　③　MDF   W:600×D:250
　④　放送アンプ  W:600×D:250
　⑤　ITVラック  W:600×D:600
　⑥　トイレ呼出し  W:400×D:150
　⑦　警報盤   W:400×D:150

【倉庫・サーバーに設置する機器　想定寸法】
　⑧　19ｲﾝﾁｻｰﾊﾞｰﾗｯｸ  W:600×D:900
　⑨　UPS   W:300×D:300

【その他エリアに設置する機器　想定寸法】
　⑩　電灯盤 (L-2)  W:600×D:250
　⑪　弱電端子盤  W:600×D:250
　⑫　電灯盤 (L-3)  W:600×D:250
　※　電灯設備の 2次側配線は電圧降下を考慮し、
　　　電灯盤より包含 30ｍ以内に収まるように計画する。

九州電力柱
「419 カ 691」

構内柱

以降、屋上設備スペース
のキュービクルへ

ひだまり



照明計画について

新複合施設には、図書機能における読んだり調べたりする場所以外に多目的室、ラウンジ、事務室、玄関ホール、
ロビーなど多くの場所がある。図書機能では本を読むという行為が主体である為、基本的には閲覧席等をタスク
照明で計画し、開架スペースのくつろいだ雰囲気や、玄関、ホール、共用空間は天井照明とアンビエント照明で
計画する。

（1）図書サービス機能　-　大屋根を間接光で照らすアッパー照明　-
　図書サービス機能の配置された書架の上端にアッパー照明を設け、北側へ放射状に傾斜する天井を照らし上げ、
　そのバウンド光で全体のアンビエント照度を確保する。天井材の特徴を生かした空間をダイナミックに演出し、
　空間全体に光を拡散させ、陰影で構造躯体の存在感を際立たせる計画とする。

（2）施設全体　-　傾斜天井に埋め込むﾗｲﾝ照明　-
　傾斜屋根の流れ方向に沿って、適宜ライン照明を設ける。林立するポスト柱と同様に、ランダムに照明を配灯
　することで、樹々の隙間から差し込む日光のような気持ちの良い照明計画を目指す。

（3）共用空間　-　街路のようなブラケットライト空間　-
　「まちのリビング」というコンセプトより、施設中央に複数ある多目的室の間の共用空間は自然に多世代交流
　ができるように、適宜ブラケットライトを配置する。

（4）多目的室　-　多様な活動に配慮したベースライト　-
　子育て支援機能、図書サービス機能の他、会議や地域のレクレーションなど、様々な町民活動が快適に行える
　ように、多目的室はベースライトで十分な照度を確保する。

（5）事務室　-　フリーアドレスを促すベースライト　-
　事務室は円滑なコミュニケーションや相談対応、フリーアドレスによる自由な働き方を促す為、家具配置を
　選ばない均質な照明計画とする。

（6）広場に面するカウンター　-　カフェのような落ち着きを持つペンダントライト　-
　図書の閲覧やリモートワーク、勉強など、ひとりひとりのパーソナルスペースが確保されながら、隣り合う
　利用者の活動が広場に向けて現れるように、席ごとにペンダントライトを設ける。

（7）プレイルーム　-　こどもたちの過ごし方に配慮した調光機能　-
　映画の上映会やからだをうごかす活動など、様々なレクレーションが行われることを想定し、調光・調色機能
　がある照明を設ける。

（8）外灯　-　周辺施設からのアクセスに配慮したポール照明　-
　吉富駅やフォーユー会館、吉富町役場等、周辺施設との共同利用を促す為、北側と南側のエントランス周辺に
　適宜ポール照明を配置する。また、みんなの広場は夜間利用も考慮した照明を計画する。

（10）植栽空間　-　夜間の植栽景観を演出しするガーデンライト　-
　遊歩道に沿って配置される植栽空間の景観を照らすために、LEDガーデンライトを適宜配置する。　

植栽灯のイメージ外灯のイメージ

令和 7年度吉富町多世代交流型複合施設整備事業基本設計業務　基本設計図書
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ペロブスカイト太陽光電池
（設置検討）

太陽光発電システム　発電量シミュレーション
システム容量　97.76kW MS470α 180 枚 /MS470α 28 枚　　　年間発電量　　118,801kWh/ 年

太陽光発電設備計画について

令和7年度吉富町多世代交流型複合施設整備事業基本設計業務　基本設計図書

志賀設計・MAEDA DASIGN LAB 設計共同体
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【太陽光発電システム】
・太陽光モジュール：単結晶 470W - 1762 ㎜ × 1134 ㎜ × 35 ㎜ 21.5kg
・モジュール配置： 4 段 8列 0度 ×4アレイ，5段 8列 0度 ×2アレイ
・モジュール枚数： 208 枚
・発電容量： 97.76 kW

【高圧契約の電気料金目安（1kWhあたり）】
・電力量単価：約 16円～28円程度（夏季・その他季で変動）
・構成：「基本料金（kW）」＋「電力量料金（kWh）」＋
　　　　「燃料費調整額」＋「再エネ賦課金」8,801kWh/ 年



令和 7年度吉富町多世代交流型複合施設整備事業基本設計業務　基本設計図書
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④空調換気方式
　・省エネルギー性、メンテナンス性、コスト面に優れた個別空調方式を採用する。
　・空冷ヒートポンプエアコンは高効率型とする。
　・冷媒はオゾン破壊係数及び温暖化係数の少ない冷媒 (R32 仕様 ) とし、環境へ配慮した計画とする。
　・空調のゾーニングは、利用者・利用時間に配慮したものとする。
　・図書エリア等の大空間は、設備用エアコンによる床吹出空調とする。
　・多目的室等の個室は、全熱交換器+個別パッケージ方式とする。
　・室外機は設備機器置場に分散配置し、搬送負荷の低減に配慮した計画とする。
　・設備用エアコンは加湿器付とする。
　・キッチンは二重フードによる第 1種換気とする。
　・空調対象室及び空調方式は各室設備諸元表による。
　・ひだまり棟は 1階の機器は更新を行い、2階は建築改修に合わせ取外し再取付を行う。

⑤排煙設備
　・自然排煙、告示による対応を基本とする。

⑥自動制御設備
　・中央監視PCによりシステムの構築を行う。
　・BEMS( オープンシステム )の導入
　・全熱交換器により、外気給気制御 (CO2制御 ) 及び外気冷房制御 (ナイトパージ )を行う。

機械設備計画の基本方針
環境と経済性に配慮した施設
　・費用対効果を考慮した設備とし、イニシャルコスト・ランニングコストの削減を図り、
　　ライフサイクルコストに配慮した設備とする。
　・省エネルギー性能・節水性能が高いものを採用する。
維持管理の容易な施設
　・メンテナンス、設備改修に配慮した計画とする。

（1）機械設備計画概要
①空気調和設備計画
　・設計用屋外、屋内温湿度条件（国土交通省建築設備設計基準、令和 6年版より）福岡

②騒音基準
　・ 第２種区域

③耐震基準
　・耐震等設計および計画にあたっては下記基準を適用する。
　　「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準及び同解説（令和３年版）」
　・建築設備の耐震安全性の分類は、避難所として位置付けられた施設（被災者の受入等）の
　　乙類とする。

機械設備計画概要書
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④排水設備
　・敷地を南北に横断している下水本管は、敷地西側道路へ移設を行う。
　・下水本管迂回工事の費用は別途とする。
　・新築建物については、敷地北側の新設する下水本管を介し、公共下水道へ接続する。
　・敷地内を横断している下水本管は、ひだまり系統で利用している部分は再利用する。
　・屋外排水桝は塩ビ製小口径桝を基本とし、桝深さに応じてコンクリート桝を使用する。
　・屋内排水は汚水､雑排水合流方式とする。（キッチン排水は分流とする）
　・汚水・雨水は分流方式とし、雨水排水は建築工事とする。
　・敷地内の不要となる排水管は最終桝まで撤去を行う。
　・新築建物トイレ下部のピットに、湧水ポンプを設置する。
　・キッチン排水系統にはグリーストラップを設置する。

⑤消火設備
　・消防法に基づき、必要な消火設備を設置する。
　・屋内消火栓は専用受電とし、発電機系統には含めない。
　・屋内消火栓ポンプはステンレス水槽一体型とし、屋上に補給水槽を設置する。

　　　　【新設建物】   防火対象物　： 8 項 図書館
　　　　　　　　　　必要消火設備： 屋内消火栓設備 (広範囲 2号 )、消火器（建築工事）
　　　　【ひだまり】   防火対象物　： 1 項ロ 集会所
　　　　　　　　　　必要消火設備： 消火器（建築工事）

⑥井水設備
　・井水利用は行わない。

⑦空気調和設備 配管材料

（2）給排水衛生設備計画
①衛生器具設備
　・衛生器具は、節水と耐久性およびユニバーサルデザインに配慮した器具とする。
　・大便器及び小便器の洗浄弁、洗面器の自動単水栓は自己発電タイプとする。
　・ひだまり棟は 1階の器具は更新を行い、2階は建築改修に合わせ取外し再取付を行う

②給水設備
　・新設建物は、敷地南側に敷設される 40φを使用する。
　・上水の給水方式は直結直圧給水方式を採用する。
　・新設建物およびひだまり 1階のトイレ洗浄水は雑用水（井水）を使用する。
　・BCPを考慮し、雑用水用給水ポンプは発電機系統の電源とする。
　・みんなの広場にキッチンカー用給水を設ける（5箇所程度）

③給湯設備
　・手洗器等は用途､使用量に応じて貯湯式電気温水器の設置を行う。
　・給湯室、授乳室の電気温水器は飲用とする。
　・ウィークリータイマー等を考慮した計画を行う。
　・キッチン給湯はエコキュートとする。

機械設備計画概要書
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機械設備計画概要書

⑨給排水衛生設備 配管材料

⑩その他
　・ZEB oriented 相当以上を目標とする。

⑦ドライミスト設備
　・パーゴラ上部にドライミスト設備を設置する。（L 20ｍ　敷地入口から風除室付近まで）
　・水源は上水とする。

　　　■フロー図
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屋外設備計画（既存水道盛替検討）について

　敷地内に北側隣地建物の下水道本管が通過しており、将来的なメンテナンス面も配慮し、計画建物に干渉しないルートでの下水道本管の盛替えを検討する。

　A案：敷地東側へ迂回するルート 　B案：敷地西側へ迂回するルート

yoshitomi
線

yoshitomi
線

yoshitomi
線

yoshitomi
線

yoshitomi
楕円

yoshitomi
楕円

yoshitomi
楕円

yoshitomi
線

yoshitomi
楕円
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③ 屋内設備計画 -01（給排水・衛生設備）
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給排水衛生設備計画について

　2階　消防設備計画
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④ 空調設備計画
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空調設備計画について



令和 7年度吉富町多世代交流型複合施設整備事業基本設計業務　基本設計図書

志賀設計・MAEDA DASIGN LAB 設計共同体

B B-4. 機械設備計画

⑤ 換気設備計画
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屋内換気設備計画について
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（1）吉富町の位置及び地勢
本町は、福岡県の最東端に位置し、東は大分県中津市、西は豊前市、南は上毛町に接し、北は周防灘に面している。
西南より北ないし東北にむけて緩やかな傾斜の平坦地で、山岳に発した山国川と佐井川に挟まれた東西 1.8km、
南北 4km、面積は 5.72km2 と九州で最も面積が小さく、自然環境に恵まれた田園町である。気候は日本海型気
候区と内海型気候区の中間型気候で、1 年を通じて九州で最も雨量が少なく、平均気温は 15～16℃と冬あたた
かく、夏は涼しい町である。

（2）吉富町の歴史
吉富町は、遠く江戸時代から明治 4 年まで中津藩にあり、廃藩置県よって中津県となりましたが、120 日後に小
倉県に編入された。その小倉県も明治 9年には廃止され、福岡県に併合された。明治 21年の市町村制施行によっ
て翌 22 年に東吉富村 ( 幸子、別府、楡生、鈴熊、今吉、土屋、直江、広津の 8 大字 ) と高浜村が誕生し、明治
29 年築上郡設置の際、当時の高浜村を山国川の境として西側の小祝 ( 高浜 )、小犬丸を東吉富村に編入、現在の
姿となり、人口 4,500 余人の村。昭和 15 年吉富製薬 K.K. 工場創立に伴い昭和 17 年 5 月 19 日町制を施行、吉
富町として発足し現在に至る。

計画地の状況　 配置図　

吉富町の周辺地図吉富町の航空写真

敷地概況
（1）敷地概要
　地番　　　：福岡県築上郡吉富町大字広津 640-3,641-1,643-3,645-1,645-4,647-1
　住居表示　：福岡県築上郡吉富町大字広津 641-1
　用途地域　：第一種住居地域
　敷地面積　：公簿　7,538.56 ㎡　　実測：7,520.31 ㎡　
　道路　　西：1.490ｍ
　　　　　南：5.80ｍ（道路台帳より）　
　基準建蔽率：60％
　基準容積率：200％
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　屋根 金属屋根
フッ素ガルバリウム鋼板 t=0.4 一文字葺き
比加硫ブチルゴム t=1.0 裏打ち
下葺材：KDシート（片面接着） t=1.0
下地　：硬質木片セメント板 t=25
断熱材：IDボード t=50
母屋　:C-100x50 @606
参考品番：ダイワムカイ　パーフェクトルーフ　　
　　　　　※緩勾配対応品として選定
FP030RF-1966-3(1)：屋根30分耐火認定 

ソーラーパネル

外壁 押出成形セメント板（リブ） t=60
押出成形セメント板（ t=60
DP（フッ素）

RC打放し補修
DP（フッ素）

柱 DP（フッ素）

軒下 高圧木毛セメント板 t=15
DP（フッ素）

室外機置き場 笠木：アルミ
壁　：ECO t＝60
　　　DP（フッ素）
床　：アスファルト防水 AI-2工法
      FP t=25
      押えコンクリート t=80
設備機器基礎
ハト小屋

開口部 アルミサッシ
参考品番：三協アルミ Arms同等

樋 アルミ竪樋

 コンクリート金こて押え  化粧石膏ボード  合成樹脂調合ペイント塗 ・GB-R t=9.5  QM-9828 ・ALC版(屋根 t=75以上)  国土交通省告示 平成12年 第1399号
 コンクリート打放し面 (木目模様)  クリヤラッカー塗 ・GB-R t=12.5  NN-8619 ・ALC版(外壁 t=75以上)  FP060NE-9293 同等品以上
 モルタル金こて押え  吸放湿石膏ボード  フタル酸樹脂エナメル塗 ・GB-F t=12.5  NM-8615 ・ALC版(間仕切壁 t=75以上)
 軽量鉄骨壁(又は天井)下地  硬質石膏ボード  アクリル樹脂系 ・GB-F t=15  NM-8615 ・押出成形セメント板  NM-9252
 コンクリートブロック積壁  吸音用孔あき石膏ボード 非水分散形塗料塗 ・GB-F t=21  NM-8615 ・押出成形セメント板(外壁縦張り)  FP060NE-9035
 木製床組下地  シージング石膏ボード  アクリル樹脂エナメル塗 ・GB-D t=12.5  NM-0127 ・押出成形セメント板(外壁横張り)  FP060NE-9036
 木製壁下地  繊維混入膏ボード  2液形ポリウレタン樹脂 ・GB-R-Hc t=12.5 ・押出成形セメント板(間仕切壁)  FP060NE-9240
 フリーアクセスフロア  ロックウール吸音板 エナメル塗り ・GB-R-H t=9.5  NM-9645 ・鉄筋コンクリート造  国土交通省告示 平成12年 第1399号　第1
 樹脂製床組  無石綿セメント  耐候性塗料塗 ・GB-R-H t=12.5  NM-9645
 鋼製床組 けい酸カルシウム板  つや有合成樹脂 ・GB-S t=9.5  QM-9826 ・鉄筋コンクリート造  国土交通省告示 平成12年 第1399号　第2
 屋内アスファルト防水  化粧けい酸カルシウム板 エマルジョンペイント塗 ・GB-S t=12.5  QM-9826 ・鉄骨耐火被覆吹付ロックウール t=25  1時間耐火 FP060CN-9460

 ロックウール化粧吸音板  合成樹脂 ・FG  NM-2967 ・鉄骨耐火被覆吹付ロックウール t=45  2時間耐火 FP120CN-9463
 タイルカーペット  ポリスチレンフォーム板 エマルジョンペイント塗 ・DR  NM-8599 ・鉄筋コンクリート造  国土交通省告示 平成12年 第1399号　第3

 木毛セメント板  合成樹脂エマルジョン ・FK t=5 以上  NM-8578 ・合成スラブ  1時間耐火 FP060FL-9095,9101 同等品以上
 ビニル床タイル  グラスウールマット 模様塗料塗 ・FK(軒天)  NM-2773  2時間耐火 FP120FL-9107,9113 同等品以上
 ビニル床タイル  両面ガラス繊維ネット張り  ウレタン樹脂ワニス塗 ・化粧FK t=5 以上  NM-8579 ・鉄筋コンクリート造  国土交通省告示 平成12年 第1399号　第4

(ホモジニアス系) セメントモルタル板  コオイルステイン塗 ・M-NFDB t=3.0  NM-2183 ・ALC・吹付ﾛｯｸｳｰﾙ　合成被覆鉄骨梁  1時間耐火 FP060BM-9356
 ビニル床シート  石膏ボード(テーパー付)の  木材保護塗料塗 ・フレキシブルボード  NM-8567  2時間耐火 FP120BM-9357

(ホモジニアス系) 縦目地処理工法  オイルステイン ・アルミ樹脂複合板  NM-1932 ・鉄骨耐火被覆吹付ロックウール t=25  1時間耐火 FP060BM-9408
 石膏ボードのGLボンド  クリヤラッカー塗 ・ビニルクロス  NM-9893 ・鉄骨耐火被覆吹付ロックウール t=45  2時間耐火 FP120BM-9411

 ビニル巾木 による直張り工法  ポリウレタン塗装   (不燃石膏ボード下地)  同等品以上 ・鉄筋コンクリート造  国土交通省告示 平成12年 第1399号　第5
 常温乾燥形フッ素樹脂 ・クロス+EP(認定品)  NM-0470 ・合成スラブ  FP030RFＦ-0064 同等品以上

ビニルクロス  スチール エナメル塗 ・GW-M  NM-8610 ・屋根共通事項  国土交通省告示 平成12年 第1365号　第1項
 ステンレス  抗菌メラミン不燃化粧板 ・硬質木毛セメント板  QM-9706 ・鉄筋コンクリート造  国土交通省告示 平成12年 第1399号　第6

 コンクリート(　)内は打放し (特記なき限りSUS304)  竪樋 ・バスリブ  NM-2671 ・鉄骨造  国土交通省告示 平成12年 第1399号　第6
 種別　A.B.C  ヘアライン仕上  ルーフドレン 　フクビ：バスパネル
 石膏ボード  鏡面仕上  横引ルーフドレン 　同等品以上(不燃200) 材仕 ：角型 材仕 ：丸型
 強化石膏ボード  バイブレーション仕上  中継ルーフドレン ←上段 仕上レベル
 化粧石膏ボード  フラットバー  樋受PC平板 ：仕様 防：防臭・防水型

(トラバーチン模様) プレート  エチレン酢酸ビニル樹脂 格：格子型 ←下段 躯体レベル
化：化粧用
二化：二重化粧用

：材料 C：鋳鉄製
S：ステンレス製

　略記号

NAD

AE
2-UE

DP
EP-G

GB-R-Hc
GB-R-H
GB-P
GB-S
FG
DR

Cこて GB-D(W SOP
C面 CL

FEMこて
LGS

VT(H) UC

EP

HL
ML
BL
FB

GB-R
GB-F
GB-D(T)

VT

VS
VS(H)

VB

PL

鋼床
屋内 化粧FK

GW-M
DC

J工法

GL工法

EVA

EP-T

WP
OSCL

PU
2-FUE

VC

RC()

CB
木床
木軸
OA
樹脂床

TCP FP板
F(CB)

FK

RB

±0
-10

M M

階段

外壁

柱

屋根

梁

床

　認定番号(内装不燃・準不燃・難燃・耐火等)・耐火リスト

 床点検口 レベル記号

M-NFDB
T
RD
YRD
TRD
TPC

OS

St
SUS
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② 屋上平面図
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凡
例 ④ ソーラーパネル

③ フッ素ガルバリウム鋼板ｔ0.4 一文字葺
② 押出成形ｾﾒﾝﾄ板 +DP塗
① 押出成形ｾﾒﾝﾄ板 ( リブ）+DP塗

④

①

ひだまり
別図参照

①

ひだまり　別図参照 ②
③

②

③

③

南側立面図　S=1/200

東側立面図　S=1/200
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③ 立面図 -02　（S＝1/300）
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凡
例 ④ ソーラーパネル

③ フッ素ガルバリウム鋼板ｔ0.4 一文字葺
② 押出成形ｾﾒﾝﾄ板 +DP塗
① 押出成形ｾﾒﾝﾄ板 ( リブ）+DP塗

①

①

②

②

北側立面図　S=1/200

西側立面図　S=1/200

②

②

②
②②②

ひだまり　別図参照

④
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C C-2. 新複合施設

④ 断面図　（S＝1/200）
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3
5
0
0

▽中間階

▽最高高さ 

▽勾配屋根部高さ 

1
2
0
0

室外機置き場

A

B

C

断面図キープラン

キッチン
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ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=60

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=60

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=60

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=60

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=60

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.0

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.0

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.0

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.0

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.0

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=60

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=60

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.0

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.0

下地処理の上
アクリル系防塵塗装t0.15
(平滑・つや消し)

―

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

耐水PBｔ＝9.5(ＥＰ塗)

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ面あらわし
ｹｲｶﾙ板　t＝６.0

ﾗﾜﾝ合板t=9

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

L
C

L
C

L遮音
C

L

L

L

L

2,800

2,800

2,800

2,800

2,500

2,500

4,350

ｹｲｶﾙ板ｔ=6.0
EP-G(流し前複層塗材RE吹付)

2,500

既存のまま

既存のまま(一部貼り替え)

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt＝9.5

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt＝9.5

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ面あらわし

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt＝9.5

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt＝9.5

既存のまま(一部貼り替え) 自動扉、床目地棒：ｽﾃﾝﾚｽ製4×12誘導用床材、注意喚起用床材、防煙垂れ壁

軽量鋼製建具、ｶｳﾝﾀｰ、ﾚｰｽｶｰﾃﾝ
(ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共)
軽量鋼製建具、調理台L1200、
流し台L1500、ｽﾃﾝﾚｽ水切ｶﾊﾞｰ

軽量鋼製建具

軽量鋼製建具、機械基礎撤去後補修
床材：ｸﾘﾝｶﾗｰＡﾍﾞｽﾄ(日本ﾍﾟｲﾝﾄ)
同等品以上

軽量鋼製建具、ｵｽﾄﾒｲﾄ、面台
Ｌ型手摺、はねあげ手摺

軽量鋼製建具、三方枠、ＳＫ、棚

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=60

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=60

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=60長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.0

下地処理の上
長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.0

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.0

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

ｻﾝﾀﾞｰ掛け下地調整の上
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

耐水PBｔ＝9.5(ＥＰ塗)
外壁面ﾓﾙﾀﾙ塗（ＥＰ塗）

L遮音
C
L

C

L

L

L

2,800

2,500

2,675

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt＝9.5

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt＝9.5

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.0 ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=60 L遮音
C

耐水PBｔ＝9.5(ＥＰ塗)
外壁面ﾓﾙﾀﾙ塗（ＥＰ塗） L 2,500 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt＝9.5

軽量鋼製建具、Ｌ型手摺、面台
ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ、洗面手すり

軽量鋼製建具、ｶｳﾝﾀｰ、ﾚｰｽｶｰﾃﾝ
(ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共)

ｻｻﾗ：SOP塗階段(鉄骨新設) 下がり壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り - 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt＝9.5

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt＝9.5
軽量鋼製建具、可動ｽﾃｰｼﾞ、
ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽW200 H15・暗幕・ﾚｰｽｶｰﾃﾝ
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙW
軽量鋼製建具、壁掛け式ｽｸﾘｰﾝ、暗幕、
ﾚｰｽｶｰﾃﾝ、ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(壁付け)､ｶｰﾃﾝﾚｰﾙW既存のまま(一部貼り替え)2,800ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼りL

Cﾋﾞﾆﾙ巾木　H=60長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.0

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=60

既存のまま

既存のまま

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=60

―

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.0

既存のまま

ｳﾚﾀﾝ塗
(框、立ち上がりとも)

畳一部板貼
(畳交換・一部板貼へ)

下地処理の上
長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.0

既存のまま

既存のまま

既存のまま

ｻﾝﾀﾞｰ掛け下地調整の上
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

ｹｲｶﾙ板ｔ=6.0
EP-G(流し前複層塗材RE吹付)

L
C

L
C L

L 2,800

2,800

2,800

2,500

2,500

既存のまま

既存のまま

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt＝9.5

化粧杉柾石膏ﾎﾞｰﾄﾞ貼
ｔ＝9.5

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt＝9.5

軽量鋼製建具

軽量鋼製建具、調理台L900、
流し台L1200、ｽﾃﾝﾚｽ水切ｶﾊﾞｰ

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=60

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=60

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=60

―ｽﾗﾌﾞ復旧
長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.0

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.0

下地処理の上
長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.0

ｺﾝｸﾘｰﾄ増打金鏝
長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.0

ﾗﾜﾝ合板t=9

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

ｻﾝﾀﾞｰ掛け下地調整の上
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

耐水PBｔ＝9.5(ＥＰ塗)
外壁面ﾓﾙﾀﾙ塗（ＥＰ塗）

L
C

L
C

L
C

L遮音
C

L

L

L 2,500

2,700

2,700

2,500

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt＝9.5

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt＝9.5

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt＝9.5

既存のまま(一部貼り替え)

ｺﾝｸﾘｰﾄ増打金鏝
長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.0 ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=60 L遮音

C
耐水PBｔ＝9.5(ＥＰ塗)
外壁面ﾓﾙﾀﾙ塗（ＥＰ塗） L 2,500 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt＝9.5

軽量鋼製建具、尿瓶洗浄器、Ｌ型手摺、
面台､ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ、洗面手すり

軽量鋼製建具

軽量鋼製建具
ＤＳｽﾗﾌﾞ復旧ｺﾝｸﾘｰﾄ打設
階段回り手摺りH1100
注意喚起用床材、防煙垂壁

L
C

踏面：ﾓﾙﾀﾙ下地塩ﾋﾞｼｰﾄ貼ｔ2.0
蹴上面：塩ﾋﾞｼｰﾄ貼ｔ2.0

消火器(ＡＢＣ10型、ボックス共)
１本/階

軽量鋼製建具、構造ｽﾘｯﾄL500、洗面手摺
汚垂石t12.5 600×900
(TOTO AB690同等品以上)
面台、Ｌ型手摺、小便器手摺、ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

木製建具、下足箱W3050×D450×H1800、
下駄箱W2250×D450×H1800

軽量鋼製建具、構造ｽﾘｯﾄL500、尿瓶洗浄器
汚垂石t12.5 600×900
(TOTO AB690同等品以上)､面台、
Ｌ型手摺、小便器手摺、ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ、洗面手摺

敷地面積
防火地域
用途地域
計画地

その他
許容対象面積
容積率

許容建築面積
建蔽率

福岡県築上郡吉富町
第一種住居地域（市街化区域）
法22条地域

■既存敷地概要

200％

1,787.20㎡

60％

福岡県福祉のまちづくり条例

537.71㎡　＞ 1072.32㎡

751.69㎡　＞　3,574.40㎡

主要用途

■計画概要

構造・規模
建築面積
延べ床面積

RC造･地上2階（耐火建築物）
537.71㎡
751.69㎡

老人福祉施設

改　修　後　内　部　仕　上　げ　　　　

備　　考壁階 室名(旧室名) 床 下地
区分 幅木(腰)

下地
区分

下地
区分 天井高 天　井

改　修　後　外　部　仕　上　げ

壁：（既存部分）高圧洗浄下地処理の上、複層塗材RE吹付（凸凹模様）　　　　（新設部分）ALCｔ=50、複層塗材RE吹付

犬走り：（既存のまま）

巾木：既存のまま、ただし爆裂、浮き部分補修（撤去、塗り替え）　

屋根：既存防水層残地（柱設置部分のみﾓﾙﾀﾙ、軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去）の上、鉄骨小屋組新設・ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板屋根新設　　

軒先：ｹﾗﾊﾞ幕板

軒裏：ｹｲｶﾙ板ｔ=6.0　外装薄塗材E吹付

梁型：（既存部分）高圧洗浄下地処理の上、複層塗材RE吹付（凸凹模様）（軒・ﾊﾞﾙｺﾆｰ撤去部分）ｽﾗﾌﾞ切断面　樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修　

玄関周り石目調吹付：ｴｽｹｰ化研ｸﾞﾗﾆｸｲｰﾝ同等品以上

柱型：（既存部分）高圧洗浄下地処理の上、複層塗材RE吹付（凸凹模様）（軒・ﾊﾞﾙｺﾆｰ撤去部分）ｽﾗﾌﾞ切断面　樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修　

ﾎﾟｰﾁ：（床）磁器ﾀｲﾙ貼り（ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ）　（柱）高圧洗浄下地処理の上、複層塗材ＲＥ吹付（凸凹模様）　

　　　　（あげ裏・梁底）ﾓﾙﾀﾙ撤去の上、外装薄塗材E吹付

屋外階段：既存ﾓﾙﾀﾙ塗撤去後、ﾓﾙﾀﾙ塗新設（蹴上、踏面、ﾎﾞｰﾀﾞｰ共）　階段手摺付替え

1 玄関･ﾎｰﾙ

廊下１･２

展示室(事務室)

湯沸室

書庫(物入)

多目的便所(機械室)

前室(男便所)

倉庫(機械室)

便所(女)

事務室(管理人室)

多目的室

便所(男)

会議室

備品倉庫(慰安室)

大広間

舞台

舞台物入

湯沸室

便所(女)

研修室(教養娯楽室)

廊下

物入(DS)

便所(男)

2

共
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（吉富町老人福祉センター）

東病院

吉富フォーユー会館

吉富町役場

吉富町広津
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付近見取り図
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配置図　S＝1/300
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仕様上・構造上支障なし
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記号 仕上

吹付タイル（モルタル下地）

複層塗材ＲＥ吹付（既存モルタル下地）

鉄平石貼（撤去）

構造スリット（シーリングMS2-30×10）

アクリルリシン吹付（モルタル下地）

複層塗材ＲＥ吹付（ALC板下地）

外装薄塗材Ｅ吹付（コンクリート下地）

a

ｂ

ｃ

ｄ

e

f

ｇ

ｈ

i

j

石目調吹付（エスケー化研ｸﾞﾗﾆｸｲｰﾝ同等品以上）

サイディング貼　窯業系厚15
（ケイミューEK3425FH同等品以上）

モルタル塗（巾木　既存のまま）

コーナー役物同材（シーリングPU2-10×10）

記号

水切カバー　ガルバニューム鋼板ｔ0.45

スチール製手すり（撤去）

幕板　ガルバニューム鋼板ｔ0.45

屋根　ガルバニューム鋼板ｔ0.45

壁下水切　ガルバニューム鋼板ｔ0.45

k

l

m

o

p

q

r

s

t

アルミ製手すり（交換）

n１ 竪樋ｶﾗｰVPφ100（新設）

仕上

n２ 竪樋ｶﾗｰVPφ75（新設）

竪樋VPφ100（撤去）

記号 仕上

塗膜防水X-2（梁天端）

スロープ手すり　ステンレスφ42.7

u

v

w

軒樋　塩ビ角150

コンクリート打放し（スロープ立ち上がり壁）

サッシ改修（カバー工法）

サッシ交換

撤去跡樹脂モルタル補修の上、複層塗材RE吹付

梯子型タラップ　W400、ｽﾃﾝﾚｽ（公共標準図8-31）

西面立面図
南面立面図

東面立面図 北面立面図
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高木・中木
・キンモクセイ（常緑樹）をポイントに配置（秋には花や芳香が楽しめる）。
・ソヨゴ（成長が遅く葉密が薄いためほどよい抜け感を演出）。
・常緑ヤマボウシホンコンエンシス月光（花付きがよく春の訪れを演出）。
・ナナミ（常緑樹）シャープフォルムの葉で背景をぼかすにも良い。
・アオダモ（落葉樹）山取り樹形を採用し細く伸びた枝で揺らぎを表現する。
・イロハカエデ・ヤマモミジ（落葉樹）上記と同様に揺らぎを表現する。
・ナンジャモンジャ（落葉樹）花付きがよく開花を楽しむことができる。
・ヒメシャラ（落葉樹）幹に特徴があり枝の伸びが優しく揺らぎを演出する。
・ヤシノキ（常緑樹）シンボルツリーとして景観づくりを演出する。
・その他（シラカシ・ヤマボウシ・エゴノキ・クロチク・キンメイモウソウタケ等 )

低木
・アオキ（常緑樹）日陰を好む樹種ですので高木とセットで配置する。
・フイリアオキ（常緑樹）上記の同じ品種です。葉に特徴がある為、アオキと使い
　分けることで植栽にコントラストをつける。
・ブルベリー（落葉樹）実の収穫だけでなく、紅葉も楽しめる。
・その他（アジサイ・ヤマテラシ・オオムラサキツツジ・カラタネオガタマ・
　コデマリ・ユキヤナギ・etc)

グランドカバー
・フッキソウ・アジュガ・ツワブキ・斑入りヤブコウジ・ヤブコウジ・
スイショウラン・ヤブラン・フイリヤブラン・タマリュウ・クマザサ etc

ナナミノキ

ヤマモミジ シラカシ

エゴノキ

クマザサナンジャモンジャ ヤマボウシヒメシャラ

ソヨゴキンモクセイ

アオダモ イロハカエデ

ヤマボウシホンコンエンシス アオキ

アジサイ

ヤシノキ

ヤマテラシ オオムラサキツツジ クロチク

フイリアオキ ブルーベリー
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① 外構植栽図
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・砂利敷き（屋根排水）
・アルミエッジ

・けんけんぱﾉﾍﾟｲﾌﾞ
　φ1000

・グリップ仕様タイル貼り
・縁石 御影石 JB
・水玉噴水・平板石

・自然石石組
・植栽
・歩道側（自然石縁石）
・一部築山

・自然石石組
・植栽
・歩道側（自然石縁石）
・一部築山

・自然石石組
・植栽
・歩道側（自然石縁石）
・一部築山

・フェンス
H700～ 900

・フェンス
H700～ 900

・けんけんぱﾉﾍﾟｲﾌﾞ
　φ300

・既存樹木移設
・人工芝貼り
・アルミエッジ

・既存樹木移設
・人工芝貼り
・アルミエッジ

・ポーラスセメントコンクリート
・縁石 御影石 JB



外構計画について

「舗装・素材等」
　舗装材は、緑のボリュームのある広場と伸びやかな大屋根の新施設に調和する、自然な風合いをもつ素材・色を採用し、
　植物の生育・維持管理や、雨天時における歩きやすさを考慮し、透水性のある素材を用いる。

（3）人工芝
　自然な風合いを再現し、水やりや刈り込み不要で、
　四季を通じて美しい景観を保つことができる人工芝
　を用いる。

（4）こども用砂場
　抗菌砂　同等品
　こどもたちが安心して遊べるように、抗菌砂を
　採用する。また、既存砂場の砂へ配合し、使用
　することもできる。　

（2）遊歩道
　コンクリート洗い出し舗装
　コンクリート打設後に表面洗い出し骨材を露出させ、
　自然な風合いと高い意匠性を生む仕上げとして採用
　する。滑りにくく、屋外にも適した耐久性を備える。

（1）駐車場・キッチンカー乗り込みエリア
　透水性ポ―ラスコンクリート舗装　同等品（車路）
　浸水区域である本敷地において、雨水流出量削減による
　河川負荷の軽減や地下水涵養による水循環システムの
　改善にも寄与する、透水製舗装を用いる。

　ビオブロック　同等品（駐車桝）
　駐車桝は、みどりの面積を確保し、また夏場の舗装面の
　輻射熱を軽減する為にビオブロックとする。

　乗用車主体の駐車場の舗装構造例
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② 外構計画について
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（5）水玉噴水
　水を一定間隔で制御噴射することで、空中に
　「粒状の水 (＝水玉 )」を浮かび上がらせる噴水
　演出。連続して流れる噴水とは異なり、軽やか
　でリズミカルな表情が生まれます。

（6）フェンス
　広場で安心してこどもたちが遊べるように、
　前面道路に対してガビオンフェンスを設ける。
　外周部の植栽との調和を検討する。



主要用途

■計画概要

構造・規模
建築面積
延べ床面積

事務所、書店

1,025.09㎡
829.08㎡

S造+W造･地上1階

令和 7年度吉富町多世代交流型複合施設整備事業基本設計業務　基本設計図書
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C C-5. 解体

① 解体建物一般図 01( 計画概要・平面図 )
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